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  10 月 12 日、各集落で秋祭りが行われ、粟賀町
区と中村区では埋田神社の中村獅子舞保存会によ
る「獅子舞」が奉納されました。
　秋晴れの日差しが鎮守の社から漏れて、きらき
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して力強く舞い、観衆を魅了しました。
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　【町長からのメッセージ】　

　5月12日から開催いたしました、集落別懇談会は、7月28日を以って、全40集落を回らせていただくことが
できました。町民皆様のご理解とご協力に心からお礼申し上げます。　　
　このたびは、住民の皆様との対話からまちづくりを考えるというスタイルは変わっておりませんが、直面
する最重要課題と位置づけております「人口対策から考える魅力あるまちづくり」をテーマに開催させて頂
きました。
　多くのご意見やご提言を頂きましたが、テーマが大きすぎる、何を話せば良いのか、私たちに何が出来る
のかといった声もありました。少し、内容を紹介させて頂きますと、
・越知谷地域では圧倒的に道路基盤の整備を望む声が大きい一方で、移住者の方からは道も狭く不便さもあ
るが自分は逆にこの豊かな環境に魅力を感じている。
・企業誘致をしっかりとやってくれという意見では、どれだけの企業が呼べるのか、人ごと誘致は出来ない
か、働く人の住居提供もセットで考える。　　
・私たちは昔から兼業で暮してきたなかでベッドタウンとしてのまちづくりを考えるべき。
・若者向け低家賃住宅建設や家賃補助については、どちらかというと町の中心部における施策であって、逆
の発想として、人の流出を防ぐという視点からも上流域での定住施策が必要。
・子どもたちが孫たちを連れて帰ろうとする際の住宅改修費の援助、また、家賃2万円などの低家賃で30年
住み続けると土地と建物は提供するといった奇抜な施策で人が呼び込めないか。
・ＪＲの利便性をもっと高めるべき。
・交流人口を増やすためカーミン戦略は有効。との声も頂きました。（役場では夏のエコスタイルに合わせ、カー
ミンの誕生日にちなんで、「1日・11日・21日」とカーミンポロシャツを着用し、カーミンＰＲをしています。）
　人口減少対策は国としての大きな課題でもありますが、神河町で出来ることをしっかりとやる、資源を活
用して観光交流人口の増加をめざし、観光をひとつの産業に位置づけていかに経済の活性化に結び付けてい
くか。地域の皆様が自分の町をどれだけ好きになって自慢話が出来るかが重要になってくると考えています。　
　地域の方にとって居心地の良い場所は、訪れる方にとっても魅力ある場所となります。地域サロン事業で
探していただきました地域の宝物をもっともっとお互いに共有し、情報発信し、地域の自慢につなげて欲し
いと思います。　わくわくするような、楽しいまちづくりに向け、地域の皆様と一緒に取り組んでまいりた
いと考えております。　行政もしっかりと応援いたしますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。　

　　　　　　　　　　　各区における特徴的な意見については、次のとおり紹介します。　
　　　　　　　　　（抜粋：全ての内容を紹介できませんがご理解をお願いいたします。）   

　◆まちづくりについて　
　貴重なご意見をありがとうございました◆ 

報告【パート１】

　第5回目の集落別懇談会を、5月12日から7月28日にかけて全40区で取り組みました。   
※報告が遅れましたことお詫びいたします
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い
と

　

こ
ろ
に
住
み
た
い
と
い
う
意
識

　

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

●
区
内
の
空
き
家
に
入
っ
て
も
ら

　

う
の
が
一
番　

●
下
水
道
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加

　

入
金
の
分
割
払
い
や
助
成
の
検

　

討
は
で
き
な
い
か		



【
本
村
区
】

●
２
万
円
家
賃
で
30
年
間
定
住
で

　

土
地
も
住
宅
も
譲
渡　

そ
ん
な

　

発
想
も
必
要
で
は

●
長
谷
～
川
上
観
光
案
内
看
板
が

　

な
い

●
町
と
し
て
の
30
～
40
年
先
の
シ

　

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る

　

か
●
阪
急
交
通
社
が
ホ
タ
ル
の
小
路

　

を
散
策　

良
い
宝
物
を
活
か
し

　

た
い

【
赤
田
区
】

●
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体

　

的
な
中
身
は

●
空
き
家
が
不
足
し
て
い
る
な
ら

　

ロ
グ
ハ
ウ
ス
村
的
に
町
と
し
て

　

建
設
す
れ
ば

●
観
光
案
内
看
板
の
点
検
を

●
利
用
が
あ
れ
ば
長
谷
駅
停
車
の

　

方
向
で
検
討
を　

イ
ベン
ト
時
、

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
で
き
る
と
朝

　

来
市
か
ら
の
お
客
も
誘
導
で
き

　

る
の
で
は
な
い
か

【
重
行
区
】

●
中
心
部
の
対
策
も
わ
か
る
が
小

　

さ
い
地
区
で
人
を
留
め
る
施
策

　

を
●
神
河
町
は
一
つ
の
会
社　

私
た

　

ち
が
生
活
で
き
る
よ
う
に

●
第
１
次
産
業
が
元
気
に
な
る
こ

　

と
●
枝
の
と
こ
ろ
に
定
住
促
進
住
宅

　

を
【
為
信
区
】

●
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
で
区
人
口

　

が
増
に

●
神
河
町
に
住
む
と
得
が
い
っ
ぱ

　

い
そ
ん
な
差
別
化
施
策
を

●
生
ゴ
ミ
減
量
化
を
掲
げ
る
な
ら

　

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を

●
コ
ミ
バ
ス
利
用
に
関
す
る
意
見	

【
峠
区
】

●
行
政
改
革
は
意
識
を
持
つ
こ
と

　

で
進
歩
に
繋
が
る

●
新
野
駅
に
12
戸
建
設
は
良
い
が

　

長
谷
地
域
が
ま
す
ま
す
寂
れ
る

●
田
舎
に
活
力
を
与
え
る
施
策
を

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
大
変

　

重
要

【
栗
区
】

●
駅
前
駐
車
場
確
保
は
住
民
が
利

　

用
す
る
こ
と
が
前
提

●
地
域
行
事
で
あ
っ
て
も
町
で
宣

　

伝
協
力
を

●
高
校
生
の
手
紙
「
と
に
か
く
長

　

谷
に
止
ま
る
列
車
を
増
や
し
て

　

ほ
し
い
」

●
病
院
問
題
の
方
向
性
を

【
渕
区
】

●
仏
さ
ん
と
墓
の
問
題
で
空
き
家

　

提
供
は
難
し
い

●
Ｊ
Ｒ
の
写
真
撮
影
や
ハ
イ
キ
ン

　

グ
で
来
ら
れ
る
方
も
多
い

●
町
水
道
の
水
圧
が
弱
い		
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※紙面の都合上、簡略化、且つ全ての御意見を紹介することが出来ませんが、これまで同様、全ての御意見・御
　提言はしっかりと受け止め、御回答させていただくものについては、対応させていただきます。　
　次号では、お気づき箱意見の概要等についてお知らせいたします。 

町
長
懇
談
会



町税26.1％
20億 2,720万円

諸収入2.4% 
1億 8,317万円

繰越金
2.4% 1億 8,894万円

使用料・手数料
3.0%2億 3,323万円

分担金・負担金
1.1% 8,339万円

寄附金
0.0% 152万円

財産収入
0.1% 1,051万円

国庫支出金
5.0% 3億 8,849万円

県支出金
6.5% 5億 134万円

町積
8.2% 6億 4,056万円

繰入金
0.4% 3,344万円

地方譲与税・交付金
3.1% 2億 3,766万円

歳　入
総額

77億6,749万円

地方交付税41.7％
32億 3,804万円

平成 26 年 11 月 1 日 6 

決
算
報
告
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歳
入
の
こ
と
ば
の
説
明

   平成25年度の一般会計と特別会計、企業会計の決算がまとまり、9月定例議会で認定されました。
　町の予算は、皆さんに納めていただいている税金や国・県からの補助金などによって運営されています。
　この１年間にどのくらいのお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせします。
　平成25年度の一般会計の決算は、歳入総額77億6,749万円、歳出総額76億448万円、差引１億6,301万円の黒
字となりました
　また、決算状況として町ホームページにも掲載しています。

5億 2,505万円

14億 397万円

6,579万円

3,195万円
44万円

町税の内訳
町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税
鉱　産　税

総　額　　　　 20億 2,720万円

決算がまとまりました

町　

税　

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

　
　
　

税
金

地
方
譲
与
税
、交
付
金

　
　
　

国
、県
が
徴
収
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
税

　
　
　

金
か
ら
人
口
割
合
な
ど
に
応
じ
て

　
　
　

交
付
さ
れ
た
お
金

地
方
交
付
税　

町
の
財
政
需
要
の
状
況
に

　
　
　

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金

分
担
金
及
び
負
担
金　

特
定
の
目
的・事
業

　
　
　

の
た
め
に
受
益
者
が
負
担
し
た
お
金

使
用
料
及
び
手
数
料　

施
設
を
使
用
し
た

　
　
　

時
や
、証
明
書
の
交
付
な
ど
で
支
払

　
　
　

わ
れ
た
お
金

国・県
支
出
金　

特
定
の
目
的・事
業
の
た
め

　
　
　

に
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金

財
産
収
入　

町
の
財
産
を
運
用
し
た
り
、

　
　
　

売
っ
た
り
し
て
生
じ
た
収
入

寄
附
金　
一
般
的
な
寄
附
行
為
に
よ
る
収  

　
　
　

入　

繰
入
金　

基
金
や
特
別
会
計
か
ら
繰
り
入

　
　
　

れ
た
お
金

繰
越
金　

前
年
度
の
決
算
で
生
じ
た
余
剰

　
　
　

金

諸
収
入　

右
記
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な

　
　
　
い
、そ
の
他
の
収
入

町　

債　

町
が
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め

　
　
　

に
借
り
入
れ
た
お
金

歳
出
の
こ
と
ば
の
説
明

　
　
　

お
金

土
木
費　

道
路
の
新
設
改
良
や
維
持
補
修
、

　
　
　

河
川
の
改
修
、町
営
住
宅
の
維
持
管

　
　
　

理
な
ど
に
使
った
お
金

消
防
費　

み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
消
防
、

　
　
　

防
災
活
動
に
使
っ
た
お
金

教
育
費　

学
校
教
育︵
小
・
中
・
幼
︶、公
民

　
　
　

館
事
業
、社
会
教
育・体
育
事
業
、

　
　
　

学
校
給
食
な
ど
に
使
っ
た
お
金

公
債
費　

町
の
借
金
を
返
済
す
る
の
に
使
っ

　
　
　

た
お
金

諸
支
出
金　

右
記
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ

　
　
　

な
い
、そ
の
他
の
お
金

災
害
復
旧
費　

災
害
に
よ
って
生
じ
た
被
害

　
　
　
の
復
旧
に
使
っ
た
お
金

【
性
質
別
】

人
件
費　

議
員・各
種
委
員・特
別
職
の
報

　
　
　

酬
や
一般
職
員
の
給
料
や
共
済
費
な

　
　
　

ど
と
し
て
支
払
っ
た
お
金

物
件
費　

行
政
に
係
る
一
般
的
事
務
処
理

　
　
　

や
管
理
運
営
に
使
っ
た
お
金︵
臨
時

　
　
　

職
員
の
賃
金
、消
耗
品
費
、光
熱
水

　
　
　

費
、修
繕
料
、委
託
料
、使
用
料
、備

　
　
　

品
購
入
費
な
ど
︶

維
持
補
修
費　

道
路
や
学
校
の
ほ
か
町
の

　
　
　

施
設
を
保
全
し
維
持
す
る
た
め
の

　
　
　

補
修
費
と
し
て
使
っ
た
お
金

扶
助
費　

児
童
や
老
人・障
害
の
あ
る
人
な

　
　
　

ど
へ
の
援
助
費
等
の
福
祉
の
た
め
に

　
　
　

使
っ
た
お
金　

補
助
費
等　

各
種
団
体
や
広
域
事
務
組
合

　
　
　
・企
業
会
計
への
補
助
金
や
交
付
金
、

　
　
　

保
険
料
、会
費
や
謝
礼
な
ど
と
し
て

　
　
　

支
払
った
お
金

公
債
費　

町
の
借
金
を
返
済
す
る
の
に
使
っ

　
　
　

た
お
金

投
資
及
び
出
資
金
貸
付
金　

財
団
法
人
設

　
　
　

立
な
ど
へ
の
出
資
や
貸
付
に
使
っ
た

　
　
　

お
金

積
立
金　

基
金
に
積
み
立
て
た
お
金　

繰
出
金　

特
別
会
計
を
運
営
す
る
た
め
に

　
　
　

繰
り
出
し
た
お
金

普
通
建
設
事
業
費　

道
路
や
学
校
な
ど
の

　
　
　

建
設
事
業
に
使
っ
た
お
金

災
害
復
旧
費　

災
害
に
よ
って
生
じ
た
被
害

　
　
　

の
復
旧
に
使
った
お
金

︻
目
的
別
】

議
会
費　

議
会
の
運
営
に
使
っ
た
お
金

総
務
費　

主
に
内
部
管
理
、税
務・戸
籍・選

　
　
　

挙・企
画
的
事
業
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
管

　
　
　

理
運
営
な
ど
に
使
っ
た
お
金

民
生
費　

児
童・老
人・障
害
者・医
療・年

　
　
　

金
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
の
福
祉

　
　
　

に
使
っ
た
お
金

衛
生
費　

健
康
づ
く
り
対
策
事
業
、病
院・

　
　
　

上
下
水
道
会
計
への
補
助
、ご
み・し

　
　
　

尿
処
理
対
策
な
ど
に
使
っ
た
お
金

農
林
水
産
業
費　

農
業・林
業
の
振
興
、土

　
　
　

地
改
良
、地
籍
調
査
な
ど
に
使
っ
た

　
　
　

お
金

商
工
費　

商
工・観
光
業
の
振
興
に
使
っ
た

貸付金0.0% 480万円

人件費15.7% 
11億 9,581万円

扶助費
8.5% 6億 5,001万円

公債費
15.1%11億 4,449万円

物件費
14.2% 10億 7,978万円

維持補修費
0.1% 755万円

補助費等
25.4% 19億 2,834万円

普通建設（補助）
2.0% 1億 4,898万円

災害復旧費
0.8% 6,157万円

積立金
7.2% 5億 4,429万円

繰出金
5.9% 4億 4,675万円

普通建設（単独）
5.1% 3億 9,211万円

性質別歳出
総額

76億448万円

議会費1.3％
9,623万円

民生費
15.9% 12億 964万円

衛生費
21.8% 16億 6,061万円

農林水産業費
5.1% 3億 8,986万円

土木費
4.6% 3億 4,911万円
商工費
3.0% 2億 2,832万円

総務費
19.0% 14億 4,336万円

消防費
3.6% 2億 7,297万円

目的別歳出
総額

76億448万円

教育費
9.8% 7億 4,830万円

諸支出金
0.0% 0万円

公債費
15.1%11億 4,451万円

災害復旧費
0.8% 6,157万円
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区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引
一 般 会 計 77 億 6,749 万円 76 億 448 万円 1 億 6,301 万円

特　

別　

会　

計

介 護 療 育 支 援 事 業 特 別 会 計 6,252 万円 5,224 万円 1,028 万円
産業廃棄物処理事業特別会計 1,922 万円 1,684 万円 238 万円
寺 前 地 区 振 興 基 金 特 別 会 計 7,130 万円 7,130 万円 0 万円
長 谷 地 区 振 興 基 金 特 別 会 計 346 万円 346 万円 0 万円
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 13 億 3,101 万円 12 億 9,675 万円 3,426 万円
後期高齢者医療事業特別会計 1 億 5,907 万円 1 億 5,824 万円 83 万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 11 億 7,772 万円 11 億 7,119 万円 653 万円
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 2,118 万円 684 万円 1,434 万円
老 人 訪 問 看 護 事 業 特 別 会 計 1 億 1,013 万円 9,279 万円 1,734 万円

企
業
会
計

水 道 事 業 収益的 3 億 3,761 万円 3 億 2,900 万円 　861 万円
下 水 道 事 業 収益的 　　  6 億 574 万円 5 億 6,850 万円 3,724 万円
公立神崎総合病院事業 収益的   35 億 9,445 万円 35 億 7,853 万円 1,592 万円

総　　　合　　　計 152 億 6,091 万円 149 億 5,019 万円 3 億 1,072 万円

一 般 会 計 及 び 特 別 会 計、 企 業 会 計 の 決 算

7,868円
118,018円

135,782円
31,877円

町民１人あたりに使われたお金は

　　　　　　621,789円でした
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費

公　債　費
諸 支 出 金　

教　育　費

0

98,908円

18,668円
28,545円
22,320円

61,186円
93,582円

0円
災害復旧費 5,035円

内訳

5,380円

2,613円

36円

42,931円

町民１人あたり納めていただいたお金は

　　　　　165,757円でした
町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

鉱　産　税
0

114,797円

内訳

※各会計及び総合計は、万円未満を四捨五入していますので、上記の各会計の合計と総合計とは一致しません。

【各会計の説明】
◎　一般会計　町が行政サービスを行う上での基本的な経費を計上した会計で、町にとって会計の中心となるもの
◎　特別会計　特定の事業を行うため、特定の歳入歳出を一般会計の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計
　・介護療育支援事業特別会計
　　　「ケアステーションかんざき」の運営管理、そして各町の機能回復訓練事業、各種の介護支援事業と障害を持つ 
　　子どもの療育（ﾘﾊﾋﾞﾘ・保育）事業など
　・国民健康保険事業特別会計　国民健康保険の運営を行っています。
　・後期高齢者医療事業特別会計　町は住民申請等の窓口事務や保険料の徴収事務保険料を徴収し、広域連合へ納付。
　・介 護 保 険 事 業 特 別 会 計　介護保険事業の運営。
　・土 地 開 発 事 業 特 別 会 計　企業団地及び住宅用地の造成、分譲販売。
　・老人訪問看護事業特別会計　神崎郡、朝来市生野町、姫路市香寺町対象に看護・リハビリサービスの提供。
　・産業廃棄物処理事業特別会計　神河町鍛治字ニガ竹の建設残土砂等処分地の管理。
　・寺前地区振興基金特別会計　寺前地区振興のための基金の管理。
　・長谷地区振興基金特別会計　長谷地区振興のための基金の管理運営。　
◎　企業会計
　・水     道     事     業     会     計　水道施設の管理運営。
　・下    水    道    事    業    会    計　下水道施設の管理運営。（合併処理浄化槽は除く）
　・公立神崎総合病院事業会計　公立神崎総合病院の管理運営。

比率 比　率　の　状　況 用　語　の　説　明

経
常
収
支
比
率

89.5％

比率は昨年度より1.5 ポイント改善しています。歳入における経常一
般財源は、町税・普通交付税が減少したため昨年度より減少し
ています。一方、歳出における経常的経費は、義務的経費であ
る職員の人件費・公債費・扶助費と兵庫県後期高齢者医療広域
連合への繰出金が減少していますが、補助費等（病院会計補助
金、中播北部行政組合負担金、中播衛生施設事務組合）や物
件費（施設修繕料、コミバス委託料など）が増加しています。 
その結果、歳入の経常一般財源の減少額より、歳出の経常的経
費の減少額の方が大きかったことで比率は下がり改善しました。 
今後は、歳入における経常一般財源である町税、普通交付税が人
口減等により減少していくと予測しており、なお一層の歳出削減
のため、更なる事務事業の改善に取り組む必要があります。

財政構造の弾力化（余裕）を示すものであり、町村は 70％程度が
妥当とされています。経常一般財源から経常的経費に充てられる
割合が経常収支比率となり、比率が低い方が自由に使える資金が
多いことになります。

『経常的経費』…支出のうち人件費や物件費、公債費など、毎年必
　　　　　　　  ず支払う経費。

『経常一般財源』…使途が特定されない財源で毎年常に入ってくる
　　　　　　　　  もの。町税や普通交付税など。

財
政
力
指
数

45.2％
昨年度より 1.3 ポイント悪くなっています。この主な要
因は、自主財源である町税等が減少していることにあ
ります。

町の財政力を示す指数で、100％に近く、あるいは 100％
を超えるほど、財政に余裕があるとされています。普通
交付税算定による基準財政収入額を基準財政需要額で
割って得た数値の過去３年間の平均値をいいます。

指標でみる神河町の財政事情
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平成 25 年度で実施した主な事業（一般会計）
議　会　費		
　・議会運営事業　　　　　　　　       ７，２０８万円
		
総　務　費		
　・電算機運営事業　　　　　　　    １億５７５万円
　・医師修学資金貸与事業 （2名）	    ４８０万円
　・地方バス等公共交通維持確保対策事業　   ７６２万円
　・文書管理システム導入　　　　　　   ５７６万円
　・「広報かみかわ」発行　　　　　　    ３４６万円
　・庁舎管理事業（本庁舎・支庁舎・支所）　　 ３,６２５万円
　・庁用車管理事業（62台）　　 　　  １，０５７万円
　・財政調整基金積立事業　　　　　５億４９万円
　・コミュニティバス運営事業　　       ８，１４１万円
　・交通安全施設整備事業　　　　　　　８０９万円
　・まちづくり活動支援事業　　　　　　１７６万円
　・ＣＡＴＶ管理運営事業（人件費含む)）　  １億３，７５９万円
　・消費者行政推進対策事業　　　　　　１２３万円
　・選挙費（参議院議員通常選挙、県知事選挙、町長選挙）　１，２１２万円

民　生　費		
　・民生委員児童委員活動事業（協力委員事業を含む）       ５６０万円
　・社会福祉協議会運営補助事業　　　  ２，４１２万円
　・国民健康保険事業特別会計繰出金　  ５，５６７万円
　・介護保険事業特別会計繰出金　　１億８，８７８万円
　・老人クラブ助成事業　　　　　　　　  ５５６万円
　・要援護者タクシー運賃助成事業（92名） ６８万円
　・白寿（5名）祝金支給事業 　　　　　　 ５０万円
　・広域シルバー人材センター負担事業　  ３２１万円
　・高齢者生活支援ハウス運営委託事業　  ６００万円
　・障害者自立支援法による各種給付事業      １億８，７２８万円
　・福祉医療助成事業　　　　　　　　  ７，９５２万円
　・後期高齢者医療事業（特会・広域連合への繰出等） １億７，１８８万円
　・子どもを健やかに生み育てる支援金　  ２９０万円
　・縁結び事業　　　　　　　		  　  ８７万円
　・児童手当支給事業（事務費含む）             １億７，８４５万円
　・保育所運営事業　　　　　　　　   2億３６０万円

衛　生　費		
　・公立神崎総合病院運営事業（補助金）  ５億１，５４６万円
　・介護療育支援事業特別会計繰出金（ｹｱｽﾃｰｼｮﾝかんざき）	 １，０９２万円
　・水道事業会計補助金　　　　　　　  ７，２６６万円
　 ・ 予防接種事業（任意予防接種助成事業含む）　　２，４７７万円
　・健康づくり対策事業（各種検診、教室事業）　　  １，５８５万円
　・自殺対策強化事業（うつ病講演会、引きこもり家族支援など ） 　 ２７万円
　・母子保健事業（妊婦健診助成・乳幼児健診他）  ５１６万円
　・神崎郡北部火葬場運営事業（負担金）   １，８３２万円
　・中播北部クリーンセンター運営事業（負担金）   ３億４，９３１万円
　・中播衛生施設事務組合負担金　　　  ４，９６０万円
　・浄化槽管理事業（町内536基の合併浄化槽の維持管理）　 ３，７４５万円
　・下水道事業会計補助金	         ４億２，５６６万円
		
農林水産業費		
　・農業委員会事業 　　　		  　３３２万円
　・中播農業共済事務組合負担金　　　  １，０４２万円
　・中山間地域等直接支払交付金事業（14集落）　　１，４５６万円
　・有害鳥獣対策事業(サル、シカ、アライグマ他) 　　３４４万円
　・シカ捕獲実施隊編成支援事業（県事業）９４４万円
　・農地・水・農村環境保全向上推進事業（34地区）９９３万円
　・農業者戸別所得補償制度推進事業関係  ８０６万円
　・町単独土地改良事業（補助金：14地区17件）　  ８４５万円
　・フードセンター施設改善事業            １，６３５万円
　・地籍調査事業（山林、再調査） 　    ３，８９４万円
　・森林管理100％推進事業（間伐 59.95ha、作業道 5,984m）８７８万円
　・県民みどり税活用事業 　　　	  ２，７３７万円
　 （緊急防災林・針葉樹林と広葉樹林の混交林・住民参画型の森林整備）   
　 ・林道改良事業（林道水谷線）	  ２，７７０万円
　・水産業振興事業（漁業組合補助金）　　  ６５３万円

商　工　費		
　・商工会補助金　　　　　　　　　　  ２，０６０万円
　・商工振興事業補助金（ハートフル商品券補助）　　　２００万円

　・緊急雇用対策（県事業：重点分野及び起業支援に係る雇用創出）　
　　　　　　　　　　　　　　　　	     ５２７万円
　・町観光協会補助金　　　　　　　　　  ７０８万円
　・地域活性化推進事業（夏まつり他） 　 ９２４万円
　・過疎集落等自立再生緊急対策事業（越知川名水街道整備 ）　７８０万円
　・観光施設等管理事業(修繕料、補修工事、備品更新)　  ８，２９４万円
　・とのみね自然交流館管理運営事業（県より受託） 　７１８万円
　・砥峰高原駐車場整備事業　　　　　	    １１０万円
		
土　木　費		
　・電源立地地域対策事業（町道清水昭和橋線） 　 ２４１万円
　・道路橋りょう維持補修工事（町道14路線、橋りょう1）４，９８１万円
　・防災・安全交付金事業（町道2路線、道路点検業務等）５，７７６万円   
　・道路新設改良事業（道整備交付金：町道1路線）１，９９５万円
　・町単独町道改良事業（8路線）　　　 ６，７２１万円
　・橋りょうの点検事業（長寿命化修繕計画）　　
　		  　　　　　                       ２８５万円
　・土砂災害情報システム更新事業　　　  ９９８万円
　・多自然居住推進事業（クラインガルテンカクレ畑：水道施設整備）
　　　　　　　　　　　		 　　　　１，２５１万円
　・空き家利活用再生事業　　　　　　　  ２６５万円

消　防　費		
　・姫路市消防局消防事務委託事業　１億３，２５１万円
　・姫路市消防局施設整備負担金（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線・資機材搬送車両更新）
　　　		  　　　                           ３，８９０万円
　・消防団活動事業　　　		   １，２９２万円
　・消防施設管理事業（消防車輌等の車検、点検、修繕、燃料費他）　
　　		  　　　　　                       ６７１万円
　・消防施設整備事業（耐震性貯水槽3、消防車1、器具庫・ホース塔1 他）
　　　		  　　　                           ４，２６０万円
教　育　費		
　・小中学校、幼稚園管理事業　　 ２億２，３０３万円
　・寺前小学校大規模改造事業（設計）  １，０４３万円
　・神河中学校非構造材耐震補強事業（多目的ホール）　　７９９万円
　・小学校自然学校推進事業（4泊5日、5年102名、家島）　２５５万円
　・外国語指導助手活用事業（1名）　　　６９９万円
　・人権啓発、人権学習支援事業　　　　  ３７２万円
　・放課後子ども教室事業　　　　　　　　８４万円
　・学童保育クラブ運営事業　　　　　  １，１４８万円
　・文化財保存事業（町文化財の保存） 　　９２万円
　・文化遺産を活かした地域活性化事業　3年目　　７８０万円
　　（文化庁：地域の古文書の整理や民俗調査などの総合調査を行い報
　　　　告書を発刊）　　　　　　　　　　　　　	
　・公民館管理事業（中央公民館、神崎公民館、人件費含む） 
　　　　		  　　　　　　　  ５，３９２万円
　・公民館事業　　　　　　　　　　　　  ４２６万円
　　高齢者大学（230名）、教室（6）、公演（一般）、文化祭、美術展　他	
　・公民館図書室運営事業（蔵書数 中央7,482冊、神崎14,088冊）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １１０万円
　・児童センターきらきら館管理運営事業　　 ７７６万円
　・子育て学習センター事業（おひさま）  ９１９万円
　・地域交流センター管理運営事業（長期留学生9名、人件費含む）
　　		  　　　                           ４，０１４万円
　・山村留学事業（短期留学） 　　　　    ５２５万円
　・社会体育施設管理事業（7か所）　　 ８，００５万円
　・スポーツ大会、教室事業（チャレンジデー他）  １２８万円
　・学校給食運営事業（小・中・幼）１億４，５１５万円

公　債　費		
　・長期借入債の元金償還事業　　　 １０億１４４万円
　・長期借入債の利子償還事業　　　１億４，３０６万円
		
災害復旧費		
　・農地災害復旧事業（国補助1、町単補助9）　　 ５５９万円
　・農業施設災害復旧事業（国補助4、町単補助27 ） １，２７３万円
　・林業施設災害復旧事業（町単補助7）　３４６万円
　・公共土木施設災害復旧事業（国補助：河川1、町単工事15）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２，２０６万円
　・観光施設災害復旧事業（町単：グリーンエコー）　　１，７７３万円
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・実
じ っ し つ あ か じ ひ り つ

質赤字比率　一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 11.25％～ 15％（3.75％）以上で早期健全化団体に、20％（5％）
　　　以上で財政再生団体となります。

・連
れんけつじっしつあかじひりつ

結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 16.25％～ 20％（8.75％）以上で早期健全化団体に、30％（15％）
　　　以上で財政再生団体となります。

・実
じっしつこうさいひひりつ

質公債費比率　一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対す
　　　る比率であり、従来から用いられてきた「起債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、
　　　公営企業会計に対する繰出金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。
　　　この比率が 18％を超えた場合、地方債を発行するためには国の同意ではなく、許可が必要になります。
　　　また、25％以上になると早期健全化団体となり一部の地方債の発行が、35％以上になると財政再生団
　　　体となり多くの地方債の発行が制限されます。

・将
しょうらいふたんひりつ

来負担比率　地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標準財政
　　　規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、350％（400％）以上で早期健全化団体となります。

・資
し き ん ふ そ く ひ り つ

金不足比率　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。
　　　比率は各公営企業会計毎に算定することとされており、20％以上で経営健全化団体となり、早期健全
　　　化団体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

○資金不足比率　　　＝

　平成 19 年 6 月に公布された『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』の規定により、平成 25 年度
決算に基づく神河町の健全化判断比率及び資金不足比率について公表します。

１．健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　（単位％）
 
 

２．資金不足比率　　　　　　　　　　　　　（単位％） 

健全化判断比率及び資金不足比率について

財政の健全化判断比率等の指標に関する用語の説明

一般会計等の実質赤字額
標準財政規模

－ 156,143（黒字は－表示）
 5,373,508

連結実質赤字額
標準財政規模

1,887,749 － 1,209,106
5,373,508 － 1,142,949

○連結実質赤字比率＝　　　　　　　　　　　　＝

○実質赤字比率　　＝　　　　　　　　　　　　＝

財政の健全化判断比率及び資金不足比率は次のように算出されます。 （単位：千円）

　【３か年平均】　  　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　3　＝ 16.9％

○実質公債費比率　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 16.04145％
　【単年度（25 年度）】

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準
財政需要額算入額）

（H23 年度　 H24 年度　 H25 年度）
（18.05026 ＋ 16.67647 ＋ 16.04145）

17,297,677 － 15,343,711
5,373,508 － 1,142,949○将来負担比率　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 46.1％

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債
現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財
政需要額算入額）
資金の不足額
事業の規模

特別会計の名称 平成 25 年度決算 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 ― 20.0
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0
公 立 神 崎 総 合 病 院 事 業 会 計 ― 20.0
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 ― 20.0

平成 25 年度決算 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― 14.77 20.0
連結実質赤字比率 ― 19.77 30.0
実 質 公 債 費 比 率 16.9 25.00 35.0
将 来 負 担 比 率 46.1 350.00

注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率につ
いては、実質赤字額及び連結実質赤字額がな
いので「―」と記載しています。 
実質公債費比率は、平成 23・24・25 年度の
3 か年平均の比率となります。

注）資金不足が生じていない会計は、「―」
と記載しています。

－ 1,179,897（黒字は－表示）
　 5,373,508
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　この法律等に基づいて、幼児期の学校教育や保育、
地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を進めてい
く「子ども・子育て支援新制度」が、平成27年４月
に本格スタートします。
　新制度より幼稚園や保育所の入園・所手続きが少
し変更になり、子どもの年齢や教育・保育の必要に
応じた認定が必要となりました。

　幼稚園や保育所、認定子ども園などを利用する人
は教育・保育の必要に応じた認定を受ける必要があ
ります。

    
      

１　保育を必要とする事由（次のいずれかに該当す
　　ることが必要です）
　□　就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜
　　　間、居宅内の労働など、基本的に全ての就労
　　　を含む）
　□　妊娠、出産
　□　保護者の疾病、障害
　□　同居又は長期入院している親族の介護・看護
　□　災害復旧
　□　求職活動（起業準備を含む）
　□　就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
　□　虐待や夫婦間暴力などのおそれがあること
　□　育児休業取得中に、既に保育を利用していて
　　　継続利用が必要であること
　□　その他、上記の類する状態として市町村が認
　　　める場合
２　保育の必要量
　　フルタイム・パートタイムの就労の違いにより、保育時
　　間も8～11時間の利用に区分にされます。
　

　幼稚園・保育所の保育料は、保護者の所得に応じ
て国が今後定める基準を上限として、町が地域の状
況に応じて定めることになります。
　平成27年度は、町立幼稚園、保育所とも今年度とほ
ぼ同じ額の予定です。

　★町立幼稚園の入園を希望される場合（１号認定）

※平成27年度幼稚園入園対象者は、町内に在住するもので、	

・5歳児（年長）
　　平成21年4月2日から平成22年４月１日生まれ	
・4歳児（年少）
　　平成22年4月2日～平成23年4月１日生まれ

（１）対象者に、11月上旬、「入園案内」及び「入園申込
　　書」を郵送します。		
 （２）平成27年度より「子ども・子育て支援新制度」がスタ
　　ートすることに伴い、現在幼稚園に入園している園児
　　についても、「入園申込書」の提出が必要です。		
 （３）幼稚園では、神崎幼稚園・寺前幼稚園において預
　　 かり保育を実施しています。		
　　 詳しくは、各園へお問い合わせください。		

※町外の認定こども園（幼稚園部）、私立幼稚園を希望 
　する場合は、各園へ直接お問い合わせください。		
　　なお、この場合も、神河町で利用のための認定申　
　請が必要です。
	
　★保育所・認定こども園で保育を希望される場合　  
　　（２・３号認定）

 （１）入所基準は、保育を必要とする事由に該当する児
　　童です。
（２）神河町では１１月４日（火）から申込を受付します。
 （３）現在入所されている児童についても、申請手続きが
　　必要です。
 （４）年度途中からの入所を希望される方も受付しますの
　　で、産休・育休満了後の入所時期が分かる方は必
　　ず申込みください。
 （５）入所申込用紙は、住民生活課、神崎支庁舎（地域  
　　局）、各保育所にあります。
 （６）締め切りは１２月１日（月）。ただし定員を満たしていな
　　い場合は随時受付をしています。

〔参考〕定員　神崎保育園90人　寺前保育園50人
　　　　　　閉所時間は７時から１９時まで
※一時預かり保育は、各園へお問合せ下さい。

１号認定に関すること　教育課　☎ 34ー0212
２号認定３号認定に関すること　
　　　　　　　　　　　  住民生活課　☎ 34ー0962

	
		

かみかわ　No.10811 

行
政
情
報

   平成27年度
    ～子 ど も・子 育 て 支 援 新 制 度 が 始 ま り ま す～

２号認定または３号認定を受けるには

「子ども・子育て支援新制度」とは

認 定 区 分

保　育　料

問   合   せ 

幼稚園・保育所の入園手続き

平成27年度入園手続き

　平成24年８月、日本の子ども・子育てをめぐる様
々な課題を解決するため、「子ども・子育て支援法」
という法律ができました。　

   認定区分    対象年齢 　教育・保育の必要性 　 利用先

１号認定
 満３歳以上
 町立幼稚園
は原則４～５歳

 保育の必要 
がない場合

 幼稚園
 ※認定こども園 

２号認定  満３歳以上 『保育を必
要とする事
由』に該当
し、保育を
希望される
場合

 保育所
 ※認定こども園

３号認定  満３歳未満

※現在、神河町に「認定子ども園」はありません。

保育所
※認定こども園

幼稚園
※認定こども園

１号認定

２号認定

３号認定

保育の必要
がない場合
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『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』
　火災の発生しやすい時期を迎えるに当たり、１１月９日（日）から１５日（土）までの一週間、秋季全国
火災予防運動が展開されます。この運動は、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ、
財産の損失を防ぐことが目的です。
　近年、中播磨地域で野焼きからの火災が多発しています。火災を防止するために次のことを遵守してください。
①　焼却火災を防ぐため、不適正な野焼きをしない。
　※法律により、農業を営むためにやむを得ない場合等以外の焼却行為は禁止されています。
②　禁止行為でない焼却を行う場合でも、水バケツ等の消火準備や十分な監視を行う。
　※ 気象条件に注意し、乾燥注意報又は強風注意報が発せられた場合は絶対に焼却しないでください。

◆  住宅防火　いのちを守る　7つのポイント（－３つの習慣・４つの対策－）◆
３つの習慣 
⑴　寝たばこは、絶対やめる。
⑵　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
⑶　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

☞　町内ではこの期間中、消防団を中心に防火パレード、
　　家庭及び小規模事業所の火災予防点検などを実施し
        ますのでご協力をお願いします。

☞　火災予防の相談は、中播消防署　☎２３－０１１９　又は姫路市消防局予防課　☎０７９－２２３－９５３２へ

            水道メーターを取り替えます
　水道メーターは、計量法で使用期限が８年と定められています。
　そこで、平成１８年の取り替えから８年が経過する地区の水
道メーターの取り替えを次のとおり実施します。
　取替えをスムーズに行うために、メーターボックスの上に物を
置かないなどメーターボックスの位置が分かりやすく、いつでも
取り替えができる状態にしておいてください。

【実施期間】　１１月１３日（木）～１１月２１日（金）
【対象地区】　鍛治・大川原・本村・赤田・重行・栗地区の全域
　　　　　　新野・野村・比延・寺前・大河・上岩・高朝田・宮野・南
　　　　　　小田・上小田・為信地区の一部

【取替え方法】　町内水道指定業者が、期間内に各ご家庭を訪
　　　　　　問し取り替えます。
　　　　  問合せ    上下水道課　☎３４－０９６６

     　　　　 山林部地籍調査に先立って
　　境界杭を設置される場合の杭の支給について	
	
　町では、現在山林部の地籍調査を順次行っていますが、
すべての地域が完了するまでには長い年月を要します。この
ため、山林境界の物証や人証が調査までに失われる可能性
があります。そこで、山林部地籍調査までに山林の境界を確
認される場合に、申請により条件を満たせば境界杭（地籍調
査専用杭）を支給します。 
   杭の支給要件は、次のとおりです。  

○ 地籍調査が行われていない神河町内の土地（山林）で
　 あること。  
※山林部とは原則的に土地の所在が山林字である土地を示
    します。したがって、現況地目が山林以外の土地も含まれ
　ます。 　
　　　

支級給と設置の手順
　  

※申請書や報告書様式は地籍課に問合せいただくか、神河町ホームペー  
　ジの部署一覧、地籍課から御覧いただけます。   地籍課  ☎ 34ー 0965 

杭設置の注意点
　・必ず土地所有者ふた双方が立ち会って設置してください。
　（一方の所有者だけで設置した杭は無効です。）
　・役場職員の立会いはありません。

　　　　　　　　事業者のみなさんへ
 屋外広告物の現地調査を11月から実施します！	
	
　『兵庫県屋外広告物条例』により、常時または一定期間
継続して屋外で公衆に表示される屋外広告物（看板、立
看板、広告塔、のぼり旗等）については、役場への届出が
必要となっています。また、著しく違反している広告物があっ
た場合には、役場が是正指導等実施しています。
　そこで、今年１１月から町内にある違反広告物（危険広
告物、無届広告物等）の現地調査を実施し、屋外広告物
の適正な維持管理を行っていきますので、調査へのご協力
よろしくお願いします。
  ルールを守って、神河町の良好な景観と公衆の安全を維
持していきましょう。
　             問合せ　建設課 ☎34ー0964
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４つの対策
⑴　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
　　置する。
⑵　寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
　　防炎品を使用する。
⑶　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等
　　を設置する。
⑷　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
　　所の協力体制をつくる。
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「臨時福祉給付金」の申請手続きのお知らせ　Ｐart５
１２月１日（月）で「臨時福祉給付金」の申請を締め切り
ます。
　臨時福祉給付金の支給対象者となる可能性のある方
には、６月３０日に申請のご案内文書を送付し、また、９月１６
日に未申請の方に勧奨の通知を行った結果、９月３０日現
在、９０パーセント以上の方の支給申請が終了しています。
　未申請の方で、申請を行おうと思われる方は、１２月１日

（月）が最終の申請期限となりますので、お早めに申請をし
てください。

１．申 請 場 所　健康福祉課（神崎支庁舎）
２．給　付　額　臨時福祉給付金　給付対象者１人  
　　　　　　　　につき　10,000円　
　　　　　　　（年金、手当の種類により5,000円が加算
　　　　　　　される場合があります。）
３．支給対象者　給付金支給の対象となる可能性のある
　　　　　　   方については、個別に郵便で通知してい  
　　　　　　　ます。

　ご不明な点がありましたら、以下の問い合わせ先までご
連絡ください。

【問合せ】
　健康福祉課（神崎支庁舎）　
　☎ ３２－２４２１
　神河町のホームページにも
　掲載しております。ご覧ください。

ゴミの分別・減量化に御協力お願いします
（１）生ゴミの水をよく切りましょう
　生ゴミの約70％は水分です。水切りによってゴミ減量とゴ
ミ処理費の大きな節約になります。
　→野菜の皮などは手でしぼり、日光に当て乾燥させ、新
聞紙に包みます。

（２）容器包装プラスチックゴミの分別を
プラマークのあるプラスチック製の容器や包装は分別を。
汚れが取れない時は、燃えるゴミとして出しましょう。
次のようなものは、容器包装プラスチックゴミではなく燃える
ゴミとして出しましょう。
　★プラスチック製のおもちゃ、ストロー、荷造りのひも（バン
　　ド）、歯ブラシ、CD、CDケース、プラスチック製ハンガー、
　　発砲スチロール、プラモデルの部品など
　★汚れた容器包装プラスチック（チューブ類、詰め替え
　　用の袋、レトルト食品の袋、ソースの容器、フレッシュミ
　　ルクの容器など）。

（３）最近間違った分別が目立ちます
【布類のゴミに、金属の付いたカバンや生ゴミ、燃えるゴミが
入れてある】
→金属・生ゴミ・燃えるゴミに分別を。

【容器包装プラスチックの中に紙おむつや塩ビゴミが入れて
ある】
→紙おむつゴミは汚物をトイレで処理した後、燃えるゴミと
して分別を。
→電線・パイプ・靴などは塩ビゴミとして分別を。
分からない時は、下記へお問い合わせください。

問合せ　住民生活課　☎34ー0962
　　　　クリーンセンター　☎ 32ー2888

中播北部行政事務組合から
家庭ごみ収集運搬業務委託の入札参加資格審査申請のお知らせ

　中播北部行政事務組合では、平成27年4月から平成30年3月までを委託期間とする一般廃棄物（家庭ごみ）収集運搬業
務の委託の、一般競争入札を行います。この入札に参加を希望される方は、入札参加資格の審査を受ける必要があります。

入札参加資格要件
１．一般廃棄物（家庭ごみ）の収集運搬業務を適格に行
　　う能力及び機動力を有していること。　
２．日本環境衛生センターが実施する「一般廃棄物実務 
　　管理者講習」の研修修了証を取得していること。た
　　だし、未取得の場合は平成27年1月中に研修修了証を
　　取得することを条件に可とします。
３．本店（支店）が収集区域内にある法人であること。
４．事業開始時に１２名以上の従業員及び事務員１名を
　　雇用できること。
５．事業開始時に中型運転免許取得者（ＭＴ車限定）が
　　６名以上いること。
６．従業員の社会保険、損害保険等に加入すること。
７．その他、入札参加資格審査申請書作成要領に記載す
　　る事項を満たしていること。

申請書の様式
・申請書は中播北部行政事務組合の指定様式とします。
・申請用紙は中播北部行政事務組合又は各町の担当窓口
（神河町住民生活課、市川町住民税務課）にあります。

申請書の受付

・受付期間　11月10日から12月19日（土、日、祝日を除
　く午前９時から午後５時まで）
・提出先　中播北部行政事務組合（郵送による提出は不
　可とし、直接持参とさせていただきます。）

問合せ
　中播北部行政事務組合　☎32－2888



　今年で3回目となる「かみかわにぎわいチャレンジショップ」は、9月20日（土）～23日（火）の４日間開催しました。猪篠区の
追上最寄にある空き家で、運勢鑑定、靴や木工品、ハンドメイド作品、小物や雑貨や全国特産のお漬物の販売など8店舗
の出店がありました。期間中は天気にも恵まれ、4日間で述べ1,609名と多くの皆様にご来場いただきました。

～空き家利活用オーナー募集のお知らせ～
   チャレンジショップを開催した猪篠の空き家利活用オーナー募集をします。
目的 ： 神河町内の空き家を再生し、古民家やレストラン、カフェ、ギャラリーなどの
        交流事業の施設として利活用することにより、地域の交流拠点として、
        地域の活性化を図ります。
応募条件
①上記の目的を理解し、地域の交流拠点として事業を営んでいただける方
②地域に溶け込み、出来る範囲で地域活動に協力いただける方
③政治・宗教など特定の活動に関与していない方
④暴力団等反社会的勢力と一切関わりがなく、暴力団排除条例を遵守していただける方
物件内容
建物 ： 神河町猪篠2094　  166㎡（母屋の約80％）・19.83㎡（物置）
土地 ： 神河町猪篠2094　  649,88㎡の約3/4
　　   神河町猪篠2095-1  207㎡
①当施設は交流事業を行う施設として、今年2～3月に老朽箇所を中心に改修しました。
②かみかわ田舎暮らし推進協会が交流事業を行う施設として利活用いただけるオーナ
   ーと10年間賃貸借契約を結び、3万5千円／月で賃貸します。
③賃貸借期間終了後の利用更新については、所有者と賃借者の協議によります。
④本格的に交流事業を実施するため必要な残りの改修や備品の設置については、
   オーナー自らの負担で実施していただきますが、賃貸物件ですので、改修しても所
   有権は主張できないことをご了承ください。
応募締切　11月28日（金）必着
選        考　応募書類および面接により選考。
申込み・問合せ　地域振興課　地域振興係　☎ ３４―０１８５
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　  「子どもたちを地域みんなで見守ろう！」
　今年７月には岡山県において女児監禁事件が発生、９月には神戸市長田区の小学１年生女児が殺害される
事件が発生するなど、子どもが被害にあう事件が後を絶たない状況です。また、郡内でも子どもへの声かけ
やつきまといがあとを絶たない状況にあり、子どもへの安全・安心の確保が求められています。
　大切な子どもを守るため、次のことに注意し、子どもたちへも教えていきいきましょう。
①　人目につきにくい危ない場所には近づかない
②　変質者は１人のときを狙っています。１人にはならないで誰かと一緒にいましょう。
③　不審者も普通の格好をしています。知らない人とは話さないようにしましょう。
④　危険が迫ってきたときは、すぐに逃げ、子どもを守る１１０番の家・店に助けを求める。
　　また、大声をあげ、周囲の大人に気付かせることが大切です。
⑤　危険に遭遇し、逃げることができたら警察に必ず連絡しましょう。

　今年で3回目となる「かみかわにぎわいチャレンジショップ」は、9月20日（土）～23日（火）の４日間開催しました。猪篠区の
追上最寄にある空き家で、運勢鑑定、靴や木工品、ハンドメイド作品、小物や雑貨や全国特産のお漬物の販売など8店舗
の出店がありました。期間中は天気にも恵まれ、4日間で述べ1,609名と多くの皆様にご来場いただきました。

かみかわ にぎわいチャレンジショップ開催
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　９月５日（金）～７日（日）までの３日間、神河町神崎公民館・神崎体育センターにおいて、第９回神河
町美術展（合併前を通算しますと２９回になります）が開催されました。日本画、洋画、書、写真、彫塑工
芸の５部門合わせて１４８点の作品が、町内ほか県下各地より出展されました。約５００人の方が来場され、
盛大な美術展となりました。
　表彰式は、９月７日（日）午後２時より神崎公民館大ホールで行われました。    
　各部門の受賞者及び招待・委嘱・審査員は、次のとおりです。（敬称略）     

９月５日（金）～７日（日）までの３日間、神河町神崎公民館・神崎体育センターにおいて、第９回神河

第 9 回

９月５日（金）～７日（日）までの３日間、神河町神崎公民館・神崎体育センターにおいて、第９回神河
町美術展（合併前を通算しますと２９回になります）が開催されました。日本画、洋画、書、写真、彫塑工

９月５日（金）～７日（日）までの３日間、神河町神崎公民館・神崎体育センターにおいて、第９回神河

神河町美術展

○委嘱作家は、神河町美術展（神崎町美術展を含む）で２回町長賞を受賞された方、及び審査員、運営委員会の推薦者です。   
　招待作家は、公民館教室の指導者を経験された方です。        

【日本絵】『夏に咲く』
　神河町長賞
　立垣直子   

【洋画】『金木犀』
　神河町長賞
　徳賀さよ子   

【写真】『雪中華』
　神河町議会議長賞
　佐想善克   

【書】『季應期詩』
　神河町議会議長賞
　山下春美   

【洋画】『駆ける』
　神崎郡美術協会長賞
　正城信義   

【洋画】『秘境の神秘ー投入堂ー』
　神河町教育委員会賞
　宮永紀代美      

【書】『夏の花』
　神崎郡美術協会長賞
　松本鶴子   

【洋画】『埋田神社』
　奨励賞
　坂元克寛   

【写真】『どろんこ天使』
　奨励賞
　松本　肇   

【彫塑工芸】『自然の竹が
　見せる立体感』奨励賞
　竹田朝男

【書】
『長三州』
　 奨励賞 

【書】
『短歌』

　 奨励賞 

【書】
『漢詩句・奥

　　深いこみちの
　　草花は』

　　　　  奨励賞  
  
   

町 

内 

入 

賞 

者 

の 

作 

品

徳賀政宏     松原多喜恵      田中美子   

　　　 賞       日本画の部        洋画の部          書の部        写真の部     彫塑工芸の部
 神河町長賞  立垣  直子 神河町  徳賀さよ子 神河町 間　あやか 市川町 藤澤　昌信 市川町  鈴木みゆき 福崎町
 神河町議会議長賞  西藤　幸子 姫路市  西江美恵子 宍粟市 山下　春美 神河町 佐想　善克 神河町  藤原理恵子 太子町
 神河町教育委員会賞  水谷久美子 姫路市  宮永紀代美 神河町 宮田　秀信 福崎町 三木　基史 姫路市  山下　二郎 加西市
 神崎郡美術協会長賞  笹沼千寿代 姫路市  正城　信義 神河町 松本　鶴子 神河町 福井　俊一 姫路市  藤本　千鶴 多可町
 神河町文化協会長賞  林田八重子 朝来市  井上 　  晃 朝来市 山中真由美 姫路市 野村　正志 姫路市  長谷川千賀子 加東市
 神河町商工会長賞  岡本     林 市川町  名倉　康生 姫路市 藤本　晴代 豊岡市 信藤　高根 太子町  山本　政大 姫路市
 兵庫西農業協同組合長賞  井上  絹代 姫路市  栗岡　崇之 姫路市 藤原　歌子 朝来市 吉野美千代 姫路市  藤本　八郎 丹波市
 中はりま森林組合長賞  鈴木みゆき 福崎町  青田　義一 福崎町 藤本　照子 福崎町 豊国　俊一 福崎町  清水登代子 丹波市
       

       奨励賞

 水野ちゑ子 西脇市 田中　美子 神河町 田中　利昭 加東市  岡本　忠治 加古川市
 寺本三枝子 宍粟市 徳賀　政宏 神河町 中塚　郁哉 たつの市  竹田　朝男 神河町
 原田　哲三 姫路市 松原多喜恵 神河町 三木健太郎 姫路市
 坂元　克寛 神河町 松本　　肇 神河町

      招待作家  三宅  美里 姫路市  橋本　正義 神河町 足立　昭子 神河町 岡本　正史 市川町
 日和佐治雄 姫路市 教山久仁子 神河町

      委嘱作家  岸田  成美 神河町  水野　洋子 姫路市 新宮　善一 宍粟市 安部　康子 神河町
 米田  三枝 姫路市 竹西　教子 神河町

田路　勝俊 姫路市
藤本　陽子 福崎町

       審査員 山田美耶子 神戸市 知念　正文 神戸市 牛丸　好一 神戸市 森井　禎紹 三田市 津野　充聡 神戸市



　

　街道物語（春・夏・秋）は、観光施設や店舗などが手を取り合って、そこに住む住民も参画し、越知
川沿いの四季折々の自然、催し、グルメ、そして名水などを町内外に PR するものです。
　今年で４年目を迎え4 月6日（日）の春物語・6 月28日（土）の夏物語に引き続き11 月9日（日）に
秋物語が開催されます。
　町民の皆様も是非、地域の方とのふれあいや食と自然を満喫してください。

　　　　　　  越知川名水街道クイズ＆スタンプ物語リー　　
   3 箇所以上の施設に立ち寄りクイズに答えれば、神河町のすてきな賞品（お米、名水サービス券、特
産品セット他）が抽選であたるスタンプラリーです。                                                     
　歩いても車でも自転車でも参加ＯＫ！
　スタンプラリーの参加施設は、神崎木工芸センター「かんざきピノキオ館」、グリーンエコー笠形、川の
駅不動の郷工房、越知ヶ峰名水、千ヶ峰南山名水、ふれあい喫茶「ほっと」、ぎゃらりー＆喫茶やまだ、
新田ふるさと村の 8 箇所です。
　抽選はイベント当日限定で、グリーンエコー笠形の観光協会テントで行います。
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●と　き：１１月９日（日）
●ところ：越知川名水街道沿い

昨年の秋物語の様子「千ヶ峰南山名水」	  第1回神河町名水めぐりゆずマラニック	練習風景  

第１回『神河町名水めぐり ゆずマラニック』　       
神河町観光協会では、越知川名水街道秋物語の中で『神河町名水めぐりゆずマラニック』を開催します。
マラニックとは、順位やタイムを重視しないピクニック感覚のマラソンで、野山などの景色を眺めながら
途中で食事をしたり、自分のペースで楽しみながら走るものです。コース周辺にお住まいの皆様には、当
日ご迷惑をおかけしますが、徐行運転や選手への応援など、ご協力をよろしくお願いします。
・走行コース25.2ｋｍ部門（グリーンエコー→ピノキオ館→越知熊野神水→グリーンエコー）
　　　　　　43.6ｋｍ部門（グリーンエコー→ピノキオ館→越知熊野神水→新田ふるさと村→グリーンエ
　　　　　　　　　　　　　コー）走行ルートは、自転車下りのコースとなります。
　　　　　　　　　　　　（熊野神水までは町道上越知1号線、林道越知ヶ峰線を走行）
・走行時間　両部門とも午前9時半にグリーンエコーを出発します。
　　　　　　25.2ｋｍ部門　制限時間　5時間以内　43.6ｋｍ部門　制限時間　7時間以内	
       
お願い
◎雨天でも開催しますが、荒天等中止の場合は告知放送でお知らせします。
◎ドライバーの方は、徐行運転にご協力ください。 ◎各施設を移動される場合は、コミュニティバスをご利用ください。

	 	 	 	 	 	

詳しくは、11月6日（木）の新聞折り込みをご覧ください。  
主催・問合せ　神河町観光協会　☎ 34－1001    

よーきちゃったなー！今年もおいしいもんがいっぱいあるよ！ちゃ あるよ！
越知川名水街道  秋物語

ぶらりグルメ＆収穫祭!
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新田ふるさと村「秋のおいしいもん祭り」　	
営業時間：10時～17時（イベントは15時まで）
○新田ふるさと村ならではのグルメがいっぱい！ 
　焼もち、ホルモンうどん、たこ焼き、野菜など
○そば処商品10％オフ！				  
		
						     千ヶ峰ふもとでふれあい協議会「野菜収穫体験」 
新田・作畑地区では、村おこしを目的に都市住民
を対象とした田舎暮らし体験を始めました。当
日は、野菜収穫を体験することができます。町
民の方も参加ＯＫですよ！　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  
要予約：☎３３－００１３　
   地域交流センター					   
	
ふれあい喫茶「ほっと」　				  
営業時間：10時～15時半			
○一押しグルメ：
　千ヶ峰南山名水を使
　ったコーヒー、紅茶
　とおはぎ　　　　　　　　　　　
○有機野菜の店頭販売	 				  
	
						     千ヶ峰南山名水「秋の名水祭り」			 
営業時間：9時～18時			 
○一押しグルメ：「名水わらびもち」「名水羊羹」
　ユズホットの無料サービスもあります！　　
○野菜等地域特産物大売出し	 			 
		
越知ヶ峰名水・喫茶わんかし		
営業時間：９時～17時		
○一押しグルメ：ふっくらもちパイ		
				    		
川の駅（不動の郷工房） 				  
営業時間：9時～15時					   
○一押しグルメ：不動巻、
　さば寿し、栗ご飯、手　
　作りコロッケ、手作り
　味噌、梅干など　　　　
○地元産新鮮野菜、新米の販売 			 
		

○秋の収穫祭　　　　　　　　　　　　　　　　
・ゆず祭りだぞ～！　ゆずを大特価にて販売
・自家製ゆず製品の販売　　　　　　　　　　　
・グリーンエコーに地域のトレトレ新鮮野菜や新
　米などが大集合！　　　　　　　　　　　
・もちつき大会もあるよ！　　　　　　　　　　
○秋をまんぷく　笠形山登山（雨天中止）　　　
　播磨富士として名高い紅葉真っ盛りの「笠形山」 
　に登ってみませんか！下山後は、お風呂に入って
　疲れをいやしてくださいね！　　　　　　　
・９時30分～受付　受付後出発　15時下山予定　
・参加費　１０００円　　　　　　　　　　　　

グリーンエコー笠形「秋の収穫祭」と「笠形山登山」		
営業時間：8時30分～22時
（イベントは9時～17時まで）	 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　				  

根宇野柚子生産組合　神河町特産「柚子」の販売  
公民館内「柚子の郷コミュニティー広場」で、柚
子、野菜、加工品などの販売	 			 

かんざきピノキオ館
             「昔あそびと米粉のお好み焼きの販売」 
営業時間：9時～16時30分				  
○一押しグルメ：米粉のお好み焼き、シフォンケ
　ーキ						    
○昔あそびコーナー（竹馬、竹とんぼ、水鉄砲など）	
○木工作コーナー（ネームプレート、ウェルカム 
　ボード、積み木など）

ぎゃらりー＆喫茶やまだ
営業時間９時～16時
手作りシフォンケーキがおすすめ！	 		

神姫グリーンバス　粟賀営業所			 
自転車下り参加者 先着１０名様にオリジナルタオ
ルプレゼント！	

2014・神河町　フライフィッシングフェスタ		
開催時間：8時30分～16時			 
・場所　神崎支庁舎横　越知川河川敷		
・フライフィッシングが始めての方でも楽しく体
　験教室に参加できます					  
・フライ、ルアー用品の展示販
　売あり			 
・参加料500円　体験料別途必要				 
・主催　NPO法人　兵庫トラウト
　ファウンデーション					   

　響の湯入浴代、保険料、入村料含む　　　　
・歩く時間は約４時間　健脚向け　　　　　　　
・昼食はご持参下さい（お弁当予約可600円）　
・要予約：☎３２－１３０７　
　グリーンエコー笠形　　　　　　　　　　　　

越知川名水街道沿いの皆様へ 	
おうちの軒先で野菜市をしませんか？	
各家庭で余っている野菜などがありましたら、イ
ベント当日におうちの軒先で販売されませんか？
もし、目印が必要でしたら
「越知川名水街道」ののぼ
りを貸出しますので、観光
協会までご連絡ください。	
	 			 
	
				  
		
				  
		
詳しくは、11月6日（木）の新聞折り込みをご覧ください。  
主催・問合せ　神河町観光協会　☎ 34－1001    

各 施 設 の 催 し
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ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら、
総務課（☎ 34 － 0001）までお知らせください。

  　

◇ ◇空 手 道 大 会 で 健 闘 ！
　８月３０日（土）姫路市立八幡小学校体育館において平成２６年度播磨空手道大会が開催され、神
河町空手協会から５名の道場生が試合や演武に出場しました。
　当日は播磨地域の空手道場から約８０名の小学生から高校生までの選手が出場し、日頃の練習の成
果を競い合いました。
　神河町の道場生も練習で一生懸命技を磨き、大会におい
て全員が持てる力を十分に発揮し優秀な成績を収めました。
入賞者は次のとおりです。
形  試  合　小学３・４年の部　３位　井上瑛登　　　　　　　
組手試合　小学３・４年の部　優勝　児島丈一郎　３位　山名楓斗
　　　　　小学５・６年の部　３位　藤原彰真

◇ ◇第 ８ 回 　 神 崎 郡 子 ど も 会 オ セ ロ 大 会

　9 月 7 日（日）に大河内保健福祉センターにおいて第 8 回神崎郡子ども会オセロ大会が実施さ
れました。
　対戦方式はスイス方式 ( 戦績が同等の人同士が対局する方式 ) で行われ、低学年は 4 回・高学
年は 5 回対戦しました。
　結果は、五島幸希さん（寺前小 3 年）が低学年の部
第 2 位となり、来る 11 月 2 日（日）に開催予定の県
大会に出場されます。

　郡大会に出場された神河町の皆さんです。中央で
表彰状を持っておられるのが、五島幸希さんです。

◇ ◇生 き る 力 を 育 む 通 学 合 宿

　越知谷小学校と神崎小学校の 4 年生 69 名が、生きる力（自立心）を育むことを目的に、地域交流
センターで 10 月 6 日～ 10 日の間、2 班に分かれて 2 泊 3 日の通学合宿を行いました。センターでは
山村留学生がいることから、入浴の仕方や布団の敷き方・たたみ方などを指導員から教わり、「自分
でできることは自分でする」というセンターでの生活ルールにしたがって合宿しました。また、食事
の配膳や館内の掃除、朝の当番仕事なども部屋ごとに助け合って行い、協力することの大切さや友だ
ちを思いやる心を学びました。11 月 26 日～ 28 日には寺前小学校と長谷小学校の 4 年生 38 名が、昼
間は各小学校に通学しながら地域交流センターに 2 泊する予定です。

食事の配膳	 布団敷き		 朝の集い		
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◇ ◇神 河 町 赤 十 字 奉 仕 団 の 結 成 総 会 が 開 催 さ れ ま し た 。
　９月１７日（水）役場本庁舎において、町議会議長、区長会長、日本赤十字社兵庫県支部事業
部長のご列席のもと、神河町赤十字奉仕団の結成総会が開催されました。
　神河町赤十字奉仕団は、本年度新たに住民から団員を募集し、組織を立ち上げることとして準
備を進めてきました。
　公募を行ったところ、男女合わせて１６名の方の応募があり、その後、今後の活動について協
議が行われ、結成総会を迎えました。
　総会では、赤十字の７つの基本原則と赤十字奉仕団員の
信条をもとに災害からいのちを守る知識と技術を身につけ、
それらを広く住民に伝えるとともに、高齢者や子ども・か
らだの不自由な人に手を差し伸べる活動を通して神河町を
安全安心な住みよいまちにしていくことが確認され、日本
赤十字社兵庫県支部事業部長から小林美惠子委員長に団旗
が授与されました。
　神河町赤十字奉仕団では随時団員を募集しています。
問合せ、住民生活課　☎３４－０９６２

◇ ◇神 河 町 の 夕 べ ＆ 大 石 酒 造 場 「 大 石 会 」 開 催
　９月１４日（日）、大阪市にあるホテルエルセラーン大阪で、熊本県の本格米焼酎源流の大石
酒造場の歴史ある技術と、神河町産ブルーベリーのコラボレーションにより誕生した「兵庫・神
河のブルーベリー酒」のお披露目パーティが盛大に行われました。
　最初に、主催者である山名町長が、開催の喜びとお礼、神河町の現状と未来に対する思い、神
河町へぜひ来訪いただきたいとの強い思いを述べました。
　その後、大石酒造場６代目蔵元大石専務、サントリーホールディングス株式会社の鳥井副社長、
がんこフードサービスの志賀副会長、観光顧問の広中先生からご挨拶を受
けました。
　会場にはカーミンも駆けつけ、カーミンダンスを披露し、会場を和ませ
ました。また、新酒「兵庫・神河のブルーベリー酒」のお披露目として、
中国国家観光局大阪駐在事務所の武首席代表から乾杯のご挨拶をいただき
ました。
　このほか、砥峰高原のロケ風景をまとめた PR 映像の上映や、「お酒のお
いしい飲み方」の披露など終始、和やかな雰囲気で進みました。最後に、
神河町観光協会の高橋会長が、これからも神河町は未来に向けて町民
・観光協会・行政一体となって頑張ります。 また参加者の来訪を心からお
待ちしていますと締めくくりました。

◇ ◇全 国 ふ る さ と 観 光 物 産 展 2 0 1 4
  ９月１３日（土）～１５日（月・祝）の３日間、大阪の千里中央駅南広場で「第１３回全国ふるさ
と観光物産展 2014」が開催され、神河町から観光協会・商工会・町が協同で参加しました。
　今回のイベントは、全国から官民交えて２６団体が参加し、兵庫県からは中播磨県民センターと神
河町が参加しました。会場は、北大阪急行・モノレール・阪急バスの結束点で商店街が集中している上、
周囲にマンションも多くあり、１日の利用者数が１６万人を越える、観光ＰＲ・物産販売に絶好の場
所でした。
   開催期間中はいずれも晴天にも恵まれ、観光協会販売のカーミングッズ
や町特産品は一部が完売するほどの売れ行きで、商工会販売の栗原ファ
ーム「自然薯だしとろろ」も持参した７割を売り上げました。
　ステージイベントでは、広中事務所の応援をいただき、砥峰高原の
映画やドラマ撮影のメイキング画像を使った観光ＰＲ、カーミンダン
ス、クイズショーなどを行い、会場は大いに盛り上がりました。
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　11 月 の 保 健 行 事
実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

14 日
（金）

すくすく相談
（乳幼児相談）

H24 年 8 月生まれ
H25 年 10月・H26 年 3月
生まれ及び希望者

13：30
～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

26 日
（水）

1 歳 6 か月児
健　診

H25 年 3 月～ 5 月
生まれ

13：00
 ～ 13：30

25 日
（火）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

H26 年 7 月 25 日～
H26 年 9月19日生まれ

13：30
 ～ 13：40

11 日
（火）

健 康 福 祉
なんでも相談 　　  一般住民 9：00

 ～ 11：30

【 ４ ０ ０ ｍ ｌ 献 血 対 象 年 齢 】                         
１７～６９歳（男性）、１８～６９歳（女性）
※ ６５歳以上の方は、６０～６４歳の間に献
血経験がある場合に限ります。   

11 月は児童虐待防止
　　推進月間です  
 

    献血のお知らせ  
献血へのご協力をお願いします。 
と　き：１１月１７日（月）  
ところ：Ｋ-net   
　　    10 時 00 分 ～ 11 時 30 分  
  役場本庁舎   
　　　 13 時 30 分 ～ 16 時 00 分  

        12月1日は世界エイズデーです
     ＡＩＤＳ　ＩＳ　ＮＯＴ　ＯＶＥＲ　～まだ終わっていない～

■日本では、1日あたり約4人が感染者として新た
   に報告されています！
■感染経路は4つ
　①性行為　
　②ＨＩＶが混入した注射器の共同使用
　③お母さんから赤ちゃんへの母子感染
　④HIVが混入した血液の輸血や血液製剤
HIVに感染しているかどうかは感染の心配な出来事から3
ヶ月たってからの検査をお勧めします。検査を目的とした
献血は絶対にしないでください。
【HIV検査・問合せ】
中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）☎２２－１２３４
毎月第１・３水曜日・予約制（匿名、無料で受けることが
できます）

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

　『子どもの持っている力を伸ばしたい！』『自分
で考える子になってほしい！』という願いは、多
くの親御さんに共通したものではないでしょうか。 
　今回お話いただく山崎さんは、『あそび』を通

～地域公開講座のお知らせ～　子どもの個性を育む子育て

して子どもたちの持つ力を引き出す活動を行って
おられます。活動では、単にやり遂げることを目
指すのではなく、たとえやり遂げなかったとして
も、その過程を大切にされています。その中で、
子どもたちは、たくさんの人と共感することや、
答えがひとつではないということを感じながら、
人とつながっていくそうです。
　『あそび』を通した子どもたちの成長をたくさ
ん見てこられた山崎さんのお話を聞きながら、私
たち大人がどのように関っていくことが必要なの
かを、みんなで考えてみませんか。

献血へのご協力をお願いします。 
と　き：１１月１７日（月）  
ところ：Ｋ-net   
　　    10 時 00 分 ～ 11 時 30 分  

  児童虐待は、子どもの生命に危険を及ぼ
すだけでなく、心にも深い傷を残すことになり
ます。児童虐待は、地域全体で取り組むこ
とで、発生予防や早期発見につながります。
　あなたの周りに「気になる子ども」はいま
せんか？「もしかしたら」と感じたら、すぐに、
健康福祉課☎ 32-2421または住民生活課
☎ 34-0962、姫路こども家庭センター 児童
虐待防止 24 時間ホットライン☎ 079-294-
9119 に連絡してください。あなたの一報で
救われる子どももいます。  
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　山崎さんは生涯学習サポート兵庫の理事長として、コミュ
ニケーション、子ども育成などをテーマに、全国各地で講演
を行っておられます。
　また、講演の傍ら、子どもたち
を対象とした兵庫県徒歩縦断プロ
グラムや無人島一週間自給自足プ
ログラムなどのプロデュースもさ
れています。そのような実践に裏
付けられたお話に加え、『あそび
ゴコロ』『笑い』たっぷりのお話
は全国各地で大人気となっていま
す。

講師紹介

日　時：11月8日（土）午後2時～4時
場　所：ケアステーションかんざき　2階研修室
　　　 （神崎郡神河町粟賀町385番地）
講　師：NPO法人  生涯学習サポート兵庫　
　　　　理事長　山

やまさき

崎　清
せいじ

治　氏
参加費：無料
その他：託児あり
　　　 （ご希望の方は事前申込みが必要です）
　　　駐車場はケアステーション北・東駐車場をご利  
　　　　用ください
＊詳しくはケアステーションかんざきまでお問い合わせ
　ください。☎32ー1910
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①キャベツ・にらはそれぞれみじん切りにし、塩をふり混ぜ
   ５分おき、水気を絞る。
②①と豚ミンチ・Ａを合わせて練り混ぜ、１８等分し、餃子
　の皮の中央においてひだをつけて包む。
③フライパンに油を熱し、餃子を並べて中火で焼き、焼き色
　が少しついたら湯1/3カップを注いでふたをし、火が通る
　まで焼く。
＊好みで酢醤油、ラー油などをつけて食べる。

・豚ミンチ　　　　　　１５０ｇ
・にら　　　　　　　　４５ｇ
・キャベツ　　　　　　１８０ｇ
　塩　　　　　　　　　小さじ１／３
　　オイスターソース　大さじ１
　　酒　　　　　　　　大さじ１／２
　　ゴマ油　　　　　　小さじ１／２
　　生姜のみじん切り　小さじ２
　　こしょう　　　　　少々
・餃子の皮　　　　　　１８枚
・油　　　　　　　　　小さじ１

～みんな大好きメニュー～

（主菜）ぎょうざ（18個分）

｛Ａ

 （６個分の栄養価）
エ ネルギー　　253kcal
たんぱく質　 　13.6g
塩　　　分   　 1.2g

かみかわの食育～ＢＭＩって知っていますか？～
ＢＭＩは肥満の判定に使います。18.5以上～25未満が正常域
で、１８．５未満がやせ、２５以上が肥満になります。

ＢＭＩ＝体重（ｋｇ）÷｛身長（ｍ）×身長（ｍ）｝
自分のＢＭＩを計算してみましょう！！！

公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

　中耳炎について教えてください。
　細菌やウイルスなどが原因で中耳腔に炎症を引き起こすことで発症し、一般的によくみられるのは、
「急性中耳炎」と「滲出性 (しんしゅつせい )中耳炎 (ちゅうじえん )」です。

　　みなさん、耳と鼻がつながっていることはご存知ですか。私たちの耳の穴の奥には鼓膜という薄
い膜が張ってあり、この膜の向こう側が中耳と呼ばれる閉鎖空間になっています。また、鼻の穴の
奥には小さな穴が開いていて耳管と呼ばれる管で中耳とつながっています。中耳炎が大人より圧倒
的に子どもに多い理由として、子どもの耳管は長さが短く容易に病原菌が中耳に入りやすいためで
す。

　　急性中耳炎は、鼻風邪や副鼻腔炎といった鼻の感染症の際に、そこにあるたくさんの細菌やウイ
ルスが耳管を通って中耳腔に侵入し炎症を引き起こすことで発症し、耳の痛みと発熱が主な症状で
す。滲出性中耳炎は、鼻内の感染があり耳管の粘膜が腫れて狭くなったり塞がれることで、中耳内
に薄黄色の浸出液が溜まった状態で、難聴、耳が詰まったような不快感が主な症状です。子どもで
は、上咽頭（鼻の穴の奥の突き当り）にあるアデノイドという扁桃腺の仲間が肥大した時、大人で
は上咽頭がんの時などに滲出性中耳炎になることがあるので注意が必要です。耳が詰まったり、少
しでも気になる症状がある時は、耳鼻咽喉科を受診しましょう。

　中耳炎の治療と予防法について教えてください。
　いずれの中耳炎も薬による治療が基本です。風邪の流行る季節にはマスクの着用、帰宅時には手洗
い、うがいを励行しましょう。 

　　抗生物質、消炎剤、去痰剤などを服用することが治療の中心です。痛みの強い急性中耳炎や、な
かなか治らない滲出性中耳炎の場合には、耳の穴から専用の刃で鼓膜を切って中耳の膿を吸引する
鼓膜切開という処置があります。

　　予防法はありきたりですが、鼻風邪をひかないことが大切です。外出時にはマスクを着用し、帰
宅時には手洗い、うがいを励行しましょう。特に免疫力が弱く、中耳炎をおこしやすい就学前のお
子様がおられる家庭では、ご家族で一緒に予防することが大切です。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉科診療部長　石川　修司

公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　

中耳炎について教えてください。

公立神崎総合病院のコーナー
中耳炎について教えてください。
細菌やウイルスなどが原因で中耳腔に炎症を引き起こすことで発症し、一般的によくみられるのは、
中耳炎について教えてください。Q
細菌やウイルスなどが原因で中耳腔に炎症を引き起こすことで発症し、一般的によくみられるのは、
「急性中耳炎」と「滲出性 (しんしゅつせい )中耳炎 (ちゅうじえん )」です。

中耳炎について教えてください。
細菌やウイルスなどが原因で中耳腔に炎症を引き起こすことで発症し、一般的によくみられるのは、

QQ
A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒 679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

中耳炎の治療と予防法について教えてください。

いずれの中耳炎も薬による治療が基本です。風邪の流行る季節にはマスクの着用、帰宅時には手洗
Q
いずれの中耳炎も薬による治療が基本です。風邪の流行る季節にはマスクの着用、帰宅時には手洗
い、うがいを励行しましょう。 
いずれの中耳炎も薬による治療が基本です。風邪の流行る季節にはマスクの着用、帰宅時には手洗

QQ
A
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会場：神崎公民館

11月の
ロビー展

中央公民館
写真展（廣納忠良氏）

さつき盆栽展（山田成信氏・定信氏）
神崎公民館

特別支援学級児童生徒の作品展

公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

会場：中央公民館

9/11高齢者大学教養講座
  「認知症を学び地域で支えよう」	

作   品   展   10月31日（金）　９時～18時		
	        11月 1 日（土）　９時～18時		
	        11月２日（日）　９時～15時		
	        会場：神崎公民館・神崎体育センター		

芸能発表会   11月３日（月・祝）			 
	 　　 10時～16時				  
	        会場：中央公民館グリンデルホール	
						      	

あ  や  め  学  級
　  月　日 　時　間                 内　　容

11 月 27 日（木）

　

 

教養講座 ⑦
「知って得する法律の話」
姫路検察審査協会  会長    　　　
　　　　　　　　黒津　美智子 氏
趣味講座 ⑥

（書道・民謡踊り・茶道・華道・歌謡・
野の花・園芸・グラウンドゴルフ）

会場：神崎公民館あ  じ  さ  い  学  級

会場：中央公民館

会場：中央公民館子  ど  も  教  室

楽しいお菓子づくり教室    11 月　8 日（土）④   9 : 00 ～
会場：大河内保健福祉センター

公  民  館  教  室（成人対象）

会場：神崎公民館成 人 ゼ ミ ナ ー ル ⑦

　  月　日 　時　間 　　　　　内　　容

11 月 13 日（木）

10 :20 〜 　   
　　11: 50 

教養講座 ⑦
「手品でさわやかライフ」
　　　安富マジッククラブ
　　　　　　　小坂　隆雄　氏

13 : 00 ～　   
　　15 : 00

趣味講座 ⑥
　（俳句 ･ 短歌・色えんぴつ画・
　　　民謡・園芸・コーラス）

　
     教　室　名 　　　　　月　日     時間
    子ども茶道教室 　11 月   3 日（月・祝）⑥  10 : 00 ～

岡山ワイナリー

 高齢者大学グラウンドゴルフ大会

11月

    月　　日   時　間                  内　　容

 11月15日（土）
 13 : 30～
　 15 : 00

健康寿命を延ばす～ロコモ対策
町教育委員会社会教育指導員
健康運動指導士　段床繁雄 氏

倉敷美観地区

ボランティア神崎の皆さんの寸劇 ナースボランティアの皆さんと体操

公  民  館  教  室（成人対象）　
　  教　室　名 　　　　   月　日     時間

英会話教室
（初級）

　  11 月   6 日（木） ⑨ 19 : 30 ～
     11 月  20 日（木） ⑩

   パソコン教室　
（入門編）

  　11 月　8 日（土）  ⑦ 10 : 00 ～
 　 11 月 29 日（土）  ⑧

パ ソ コ ン 教 室 
   （初級・中級編）

  　11 月 13 日（木）  ⑨ 19 :00 ～

10 : 00～
　 11 : 30

13 : 00～
　 15 : 00

第９回ふるさと文化祭  

　
  教　室　名 　             月　　日     時間
  古文書教室
    （初級）

       11月 7日（金）   ⑪   
       11月21日（金）   ⑫　

　１０月２日（木）、町民グラウンドにおいて、あやめ学級・
あじさい学級合同のグラウンドゴルフ大会が開催されま
した。成績は下記の通りです。（敬称略）			 

＜成　　績＞		
１位　宮木　堅士（福本）	
２位　小林　　修（猪篠）	
３位　前川智佐子（加納）	
４位　太田ヱミ子（粟賀町）	
５位　松本　　剛（中村）	
６位　一宮房次郎（越知）	
７位　中島　英子（根宇野）	
８位   岡田　光春（鍛治）	
９位   中井　幾代（猪篠）	
10位   小寺　義裕（寺前）	
		
＜ニアピン賞＞			 
羽戸つる代（大山）		
小林　　修（猪篠）		
辻井　恭平（吉冨）		
田中　八介（新野）		
小寺　義裕（寺前）		
辻井　豊子（吉冨）		
		
＜ホールインワン賞＞		
今年は、ありませんでした。	

9/25高齢者大学　館外研修（岡山方面）

9 : 30～
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も
ま
た
雨
じ
め
じ
め
と

　
　
　
心
の
な
か
ま
で
湿
り
ぱ
な
し
で
　
　
　
　
　
澤
田
　
幸
江

草
が
覆
う
庭
に
白
百
合
清
く
咲
き

　
　
　
朝
な
夕
な
に
こ
こ
ろ
の
和
む
　
　
　
　
　
　
中
野
　
満
代

鹿
の
餌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
モ
ロ
コ
シ
を

　
　
　
夫
は
話
せ
り
孫
を
相
手
に
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
新
喜
子

地
蔵
会
に
米
一
合
を
集
め
く
る

　
　
　
児
ら
の
姿
も
貴
重
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
正
美
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　　 新 着 図 書 の ご 案 内

  あの時のぼくたちは、「奇跡」を信じて待つこ
とができたんだ――。両親がいて、子どもは二
人。それが家族の「ふつう」だったあの頃。一
人っ子で鍵っ子だったぼくとハム子は、仲良し
というわけではないけれども、困ったときには
助け合い、確かに、一緒に生きていたんだ。昭
和４０年代の団地で生きる小学校六年生の少年
と少女。それぞれの抱える事情に、まっすぐ悩
んでいた卒業までの日々の記憶。

 史上初の“やまと歌の勅撰集”『古今集』を生
んだ物語。『古今和歌集』成立の裏側に秘められ
た、俊才・紀貫之と、個性的な六歌仙との出会い
―。情熱的な美丈夫・在原業平、醒めた美女・小
野小町、謎の怪僧・遍照たちとの人間ドラマを鮮
やかに描く長編小説。

一人っ子同盟　　　 

著   者　重松　清　　
発行所　新潮社

おすすめ図書

＜図書の貸出・返却について＞
〇貸出場所・時間　中央公民館・神崎公民館・きらきら館　開館日の午前９時から午後５時まで
〇貸出冊数・期間　各館ごとに１人３冊まで　２週間
〇返却場所・時間　３館どこでも返却可　両公民館のみ開館日の午後９時 30 分まで（日曜・祝日は午後５時まで）

文　芸　欄

一人っ子同盟　　　　　　　　　　　重松　　清
勁草の人　戦後日本を築いた財界人　高杉　　良
悩まない　あるがままで今を生きる　矢作　直樹
緋の天空　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟
ウイスキーと私　　　　　　　　　　竹鶴　政孝
後妻業　　　　　　　　　　　　　　黒川　博行
阿蘭陀西鶴　　　　　　　　　　　　朝井まかて
椿説弓張月　私家本　　　　　　　　平岩　弓枝
アイネクライネナハトムジーク　　　伊坂幸太郎
きょうのできごと、十年後　　　　　柴崎　友香

                                                   　他　10冊

逢坂の六人               　　　　　　周防　　柳
群青のタンデム                           長岡　弘樹
ラストレター　 　　　　　           さだまさし　
明日は、いずこの空の下　　　　　上橋菜穂子
スターダストパレード　 　　 　　 小路　幸也
近所の犬 　　　　　　　　　　　姫野カオルコ
チャンミーグヮー　　　　　　　　今野 　  敏
笹の舟で海をわたる　　　　　　   角田　光代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　    　  　　　　　他　12冊

【神崎公民館】

【中央公民館】

逢坂の六人　

著   者　　周防 柳　　　
発行所　　集英社

【神崎公民館】

【中央公民館】

足
立
　
次
枝



　 　　 　　  　　　　こどものつぶやき
　　　　　　　   　　　　＊　＊　＊

イヌをみて
「おててで　あるいたら　あかんなあ」（２歳男児）

      対　象           内　　容  日（曜日）         場　所
     ０歳児 お母さんと赤ちゃんの

リフレシュタイム
  12日（水） きらきら館  26日（水）

     １歳児 にっこり講座     4日（火） きらきら館
どんぐりを拾いにいこう   18日（火） きらきら館

　   2 歳児 わくわく学習会   13日（木） きらきら館
グループ活動   27日（木） 大河内保健福祉センター

      
     

 3 歳児 クリスマス会準備     6日（木） きらきら館
親子クッキング   20日（木） 大河内保健福祉センター

親子ハッピー体操　　　　  A
　　　　　　　　　　　　  B

  14日（金） 神崎体育センター 7日・21日（金）
すくすく赤ちゃん体操   19日（水） きらきら館

問   合   せ：☎ 34 － 0315　　　　おひさまルーム・なかよしルーム
開 館 時 間：9：00 ～ 17：00　 　 利用時間：10：00 ～ 16：00
休   館   日： 土曜・日曜・祝日

※グループ活動・体操教室は途中入会ができます。

【グループ活動・体操教室】

      ～おひさま広場～
と　 き　１1 月5日【水】
            １０：００～１１：３０
ところ　神崎支庁舎
内　容　・たくさんのおもちゃで自由
　　　　　 あそび
　　　　・ワンポイント講座
　　　　　『絵本について』
　　　　・“かんたん！工作”　　
　　　　・子育て相談

あおぞら図書館（巡回）

お ひ さ ま ☆ き ら き ら 通 信

１１月　６日（木）吉冨～猪篠方面
１１月１５日（土）寺前・大河方面

　9:30～12:00の間にみなさんの地域を車で巡回しています。
声をかけてくだされば停車し、貸出します。
◆貸出冊数　…　一人５冊、貸出期間は30日
◆返却場所　…　きらきら館の他　おひさま
　　　　　　　　中央公民館　神崎公民館
　　　　　　　　お気軽にどうぞご利用ください。

おはなしなあに？
１１月８日（土）１０：００～

　 　　 　　  　　　　
　　　　　　　   　　　　＊　＊　＊

            ・季節の本の読み聞かせ

子育て学習センター

お ひ さ ま
子育て学習センター

問い合わせ：☎ 32 － 2410　　　
開 館 時 間：9：00 ～ 17：00　 
休   館   日： 月曜日

児 童 セ ン ター

きらきら館

あおぞら図書館（巡回）

きらきら館
★

あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）

★★
★

あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）

児 童 セ ン ター

きらきら館★

あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）

きらきら館★★
★

あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）

★★

あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）

★ ★ ★

あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）あおぞら図書館（巡回）

★★ ★★★★★★★★★★ ★
問い合わせ：☎ 32 － 2410　　　
開 館 時 間：9：00 ～ 17：00　 
休   館   日： 月曜日

★
問い合わせ：☎ 32 － 2410　　　

★★
問い合わせ：☎ 32 － 2410　　　
開 館 時 間：9：00 ～ 17：00　 
休   館   日： 月曜日

★★★
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※『子どもの笑顔』写真募集中!!　
　12月のクリスマス会で、館内を子どもの笑顔の写真でいっぱいにします。どうぞご協力ください。

きらきらミニシアター
１１月22日（土）10：00～

　運命に引き裂かれた姉妹を主人公に、
“真実の愛”が凍ってしまった心をとかして
　いく感動の物語です。
　みなさんでお越しください。

入場無料『アナと雪の女王』

クリスマス工作
１１月29日（土）10：00～

　クリスマスにかわいい飾りを作ってみませんか？
参加申し込みが必要です。

     ～おひさまタイム～
と　 き　１2 月3日【水】
            １０：００～１１：３０
ところ　大河内保健福祉センター 
　　　　 ２階大ホール
内　容　・『おひさま　えんそうかい』
　　　　・親子で音あそびや絵本のよみ
　　　　　きかせ
　　　　・１２～１月生まれのお友達のお
　　　　　誕生会

対　象　子どもと保護者や祖父母の方
　　　　＊どなたでも参加できます
　　　　＊参加費　無料　　　＊持ち物　お茶
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文 

化 

財 

保 

護 

強 

調 

週 

間

神

河

町

の

歴

史

文

化

遺

産
　

神社境内での建造物や絵馬の確認　

　

11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
は「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」で
す
。

文
化
財
は
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
期
間
中
は
文
化
財
の
公
開
や
史
跡
め
ぐ
り
、

伝
統
芸
能
発
表
会
な
ど
の
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
ぜ
ひ
様
々
な
行
事
に
参
加
し
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
て
く
だ
さ
い
。

神
河
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
研
修
会

　

神
河
町
で
は
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
町
内
に
あ
る
も
の
の
う
ち
町
に
と

っ
て
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
保
存
・
活
用
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
文
化

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
５
人
の
委
員
で
構
成
す
る
審
議
会
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
町
内
に
あ
る
文
化
財
の
現
状
確

認
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

文化財看板の確認調査

問合せ　神崎公民館　☎３２－１６８１

　私達のサークルは、藤原圭子先生のご指導で舞踊を習っております。若藤会（夜の稽古）と若菜会
（昼間の稽古）の二班で稽古をしています。舞踊を通して、各地区のミニデーに参加し、また他町の
老人ホーム等を慰問し、たくさんの方と交流を図っています。
　次回の稽古日が待ち遠しい程楽しく、和気あいあいでお稽古に励んでいます。
　どなたでも、お気軽に見学に来て下さい。

活動日　
　　 ●夜の部　金曜日　月３回　
　　　　　   19：30～21：30
　 ●昼の部　2 時間　随時　月3 回
場　所　神崎公民館　　
指導者　藤原　圭子
代表者　竹國すが子　
　　　　☎ 33－0605

サークル紹介（神崎公民館） 若藤会・若菜会

文化財保護強調週間
Cultural Propertion Week



問
合
せ

　

公
立
神
崎
総
合
病
院
総
務
課　

　
            

☎
３
２
ー
２
４
８
８

11
月
25
日
か
ら
12
月
1
日
ま
で
の

間
は
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。

相
談
窓
口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　

兵
庫
県
警
察
被
害
者
支
援
室

　
　
　

︵
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
︶

　

 

☎
０
１
２
０
ー
３
３
８
ー
２
７
４

　
　

土
、
日
、
休
日
を
除
く　

  

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご

　
　

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
７
８
ー
３
６
７
ー
７
８
３
３

　

電
話
相
談　

火・水・金・土︵ 

祝

　

日
を
除
く
︶午
前
10
時
～
午
後

　

４
時

　

面
接
相
談　
︵
法
律・心
理
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
予
約

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の

心
の
悩
み
や
精
神
的
不
安
等
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ

   

福
崎
警
察
署
警
務
係

　

            

☎
２
３
ー
０
１
１
０

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日︵
た
だ

し
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
、イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

は
３
月
15
日
︶ま
で
は
、狩
猟
期
間

で
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
町
外
の
ハ
ン

タ
ー
も
山
へ
猟
に
入
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
な
ど
で
山

へ
入
ら
れ
る
場
合
は
、
目
立
つ
服

装
で
入
山
す
る
な
ど
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
ル
ー

ル
を
守
り
安
全
な
狩
猟
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
振
興
課
農
林
業
係

　
　
　
　
　

☎
３
４
ー
０
９
６
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日　

時　

　

11
月
17
日︵
月
︶～
21
日︵
金
︶

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

11
月
22
日︵
土
︶・23
日 ︵
日
︶

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号　

　

  

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

        

︵
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

担
当
者   

人
権
擁
護
委
員
、

　
　
　
　

法
務
局
職
員

相
談
方
法　

電
話
相
談︵
無
料
︶

問
合
せ　

神
戸
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
擁
護
課

　

  

☎
０
７
８
ー
３
９
２
ー
１
８
２
１

強
引
な
訪
問
販
売
に
ご
用
心

　

最
近
、
消
費
者
宅
に
「
下
水
パ

イ
プ
の
掃
除
を
安
く
し
ま
す
。
そ

の
後
、
シ
ロ
ア
リ
が
い
る
の
で
駆

除
し
な
い
と
危
な
い
で
す
よ
」
と

い
う
手
口
の
業
者
が
訪
問
し
て
い

ま
す
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
！

　

＊
こ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
問
し

た
ら
、
取
り
合
わ
ず
に
断
る
。

　

＊
契
約
は
慎
重
に
行
い
、
そ
の

場
で
契
約
書
に
署
名
を
し
た
り
、
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く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報
本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001

　

募　

集　
　

人 の 動 き

※ 2014 年 9 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　10 人
　出生　  1 人

転出　16 人
死亡　16 人

※ 2014 年 9 月中の異動

　男　　5,741 人　 （－ 14）

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

公
立
神
崎
総
合
病
院
で
は
、
院

内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

   

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
特

別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

患
者
さ
ま
が
少
し
で
も
快
適
な
環

境
の
も
と
で
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
た
い

と
思
わ
れ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い

お
気
持
ち
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
：
外
来
フ
ロ
ア
ー
の
案

内
、
車
椅
子
利
用
者
の
介
助
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
時
の
介
助
、

図
書
の
整
理
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、イ
ベン

ト・展
示
会
の
お
手
伝
い
な
ど

活
動
日
：
月
曜
日
～
金
曜
日

︵
祝
祭
日
は
除
く
︶
８
時
30
分
～

12
時

　

＊
曜
日
、
時
間
は
ご
希
望
に
応  

　
　

じ
ま
す
。

お
金
を
渡
し
た
り
し
な
い
。

　

＊
契
約
後
に
お
か
し
い
と
思
っ

た
ら
、
あ
き
ら
め
ず
に
神
崎
郡
消

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
ー
４
９
７
７
へ
相
談
を
。

第
２
回
か
み
か
わ
商
工
祭
開
催
！

と　

き　

11
月
２
日
︵
日
︶　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

神
崎
支
庁
舎
駐
車
場
・

　

町
民
広
場

　

会
場
で
は
町
内
事
業
所
な
ど
に

よ
る
展
示
・
販
売
や
自
衛
隊
姫
路

駐
屯
地
の
車
輌
、
活
動
展
示
と
制

服
試
着
写
真
撮
影
、
神
崎
保
育
園

の
鼓
隊
演
奏
・
神
河
中
学
校
吹
奏

楽
部
等
の
ス
テ
ー
ジ
、
活
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
の
大
特
価
販
売
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
お
そ
ろ
い
の
上
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

神
河
町
商
工
会　

　
　
　
　
　

☎
３
２
︱
０
２
９
５

兵
庫
県
立
大
学
創
立
10
周
年
・
創

基
85
周
年
記
念
事
業

　

記
念
式
典
・
記
念
講
演
開
催

日　

時　

11
月
24
日
︵
月
・
振
替

　

休
日
︶
午
後
１
時
30
分
～

            

４
時
50
分

場　

所　

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

　

ル
内　

容　

記
念
式
典　

記
念
講
演

定　

員　

２
０
０
名
︵
先
着
︶

申　

込　

11
月
７
日
︵
金
︶
ま
で

　

に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　
　

お
知
ら
せ

（１）（2）

　女　　6,395 人　 （－  7）
　計　 12,136 人　 （－ 21）
世帯数　4,128 世帯（－　 　　5）
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ル
で
、
名
前
︵
ふ
り
が
な
︶
・

　

住
所
・
連
絡
先
︵
電
話
番
号
・

　

e-m
ail

︶
・
職
業
・
所
属
を
明

　

記
の
う
え
左
記
の
申
込
み
先
へ

問
合
せ
・
申
込
先　

公
立
大
学
法

　

人
兵
庫
県
立
大
学
事
務
局　

総

　

務
渉
外
課

　

☎
０
７
８
ー
７
９
４
ー
６
５
８
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
ー
７
９
４
ー
５
５
７
５

　

mail:syunenkinen@ofc.u-hyogo.ac.jp

法
務
局
に
お
け
る
登
記
相
談
の
予

約
に
つ
い
て

　

神
戸
地
方
法
務
局
で
は
、
11
月

４
日
︵
火
︶
か
ら
、
不
動
産
及
び

商
業
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相
談

を
予
約
制
と
し
ま
す
。
相
談
を
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
電
話
予
約

に
よ
り
相
談
日
時
を
予
約
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。
ま
た
、
相
談
時
間
は
３
０
分
以

内
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
神

戸
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
合
せ　

　

神
戸
地
方
法
務　

局
姫
路
支
局

　

 

☎
０
７
９
ー
２
２
５
ー
１
９
１
５

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
の
開
催

に
つ
い
て

「
消
費
者
金
融
か
ら
借
り
入
れ
を

し
た
が
、
返
済
が
滞
っ
て
い
る
」

「
給
料
が
下
が
り
住
宅
ロ
ー
ン
の

支
払
い
が
で
き
な
い
」
な
ど
お
困

り
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
13
日︵
土
︶　

　
　
　
　
　
　

  

︵
無
料  

：
予
約
制
︶

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

開
催
場
所　

兵
庫
県
姫
路
職
員
福

　

利
セ
ン
タ
ー
︵
姫
路
総
合
庁
舎

　

敷
地
内　

北
側
︶

相
談
体
制　

弁
護
士
に
よ
る
債
務

　

整
理
相
談
︵
30
分\

１
人
︶

　

多
重
債
務
者
支
援
団
体
に
よ
る

　

家
計
管
理
相
談︵
30
分\

１
人
︶

　

保
健
所
・
健
康
福
祉
事
務
所
に

　

よ
る
、
こ
こ
ろ
の
相
談
︵
30
分

　

\

１
人
︶　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
方
法　

面
談
相
談
︵
事
前
予

　

約
制
︶　

　

予
約
受
付
電
話
番
号　

 

　

  

☎
０
７
９
ー
２
８
１
ー
６
０
２
３

 　
　
　
　
　

     

︵
事
務
局
電
話
︶

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
12
時

　
　

      

午
後
１
時
～
５
時
30
分

     

☎
０
７
９
ー
２
８
１
ー
０
９
９
３

            

︵
多
重
債
務
相
談
電
話
︶

　

受
付
時
間　

午
後
９
時
～
12
時

　
　

      

午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
合
せ　

中
播
磨
消
費
生
活
創
造

　

セ
ン
タ
ー
︵
池
田
・
岩
本
︶

     

☎
０
７
９
ー
２
８
１
ー
６
０
２
３

訂
正
と
お
詫
び

　

先
月
号
10
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、次

の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

誤　

周
術
期
管
理
部
長

         

︵
麻
酔
課
︶断
緩
ケ
ア
科
長

　

正　

周
術
期
管
理
部
長

            （
麻
酔
科
）緩
和
ケ
ア
科
長

　

相　

談

カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前 9：00 ～午後 5：00
水 曜 日 定 休 日・ 電 話 34 － 1001

神河町観光協会

☆ 秋の収穫祭 開催 ☆
１１月２３日（日・祝）に新野水車の郷、カーミンの観光案内所広場
、Ｙショップふれあいマーケット長谷店の播但沿線の３つの地域で同
時に秋の収穫祭を開催します！！
秋の採れたて野菜の販売やお餅つきなど美味しい食べ物がたくさん！
お楽しみイベントも盛りだくさんですので、ぜひお越しください。

日　    時：１１月２３日（日・祝）１０：００～１４：００
場　    所：新野駅西側広場
               カーミンの観光案内所前広場
               Ｙショップふれあいマーケット長谷店ふれあい広場

☆越知川名水街道自転車下りカーミンモニュメント完成☆
   神姫グリーンバス粟賀営業所に越知川名水街道自転車下りのカーミン
のモニュメントが誕生しました！
カーミンが自転車に乗って皆様をお待ちしております。
多くの方々に越知川沿いにまた来たいと思って頂けるような心のふるさ
ととなるよう、これからも自転車下りの楽しさや越知川沿いの魅力を伝
えていきます。
町民の皆様もお近くにお立ち寄りの際はぜひご覧ください。

★
ま
ち
の
笑
顔
★

《
ひ
と
こ
と
》

﹃
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
勇
斗
。

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
を
た
く
さ
ん
ふ

り
ま
い
て
ね
♪
』

一
宮
　
勇ゆ
う
と斗

く
ん
︵
２
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

︵
中
村
︶



11 月

神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64

TEL：0790 － 34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦町ぐるみ健診
　9 ：00～

1

2 4 5 6 7 8

10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21

23

22

24 25 26 27 28

くらしのカレンダー

◦ふるさと文化祭	
　	作品展②
　9：00 ～ 神公

◦お茶席
　10：00 ～
　 ロ ビ ー 

9
	●あやめ学級
　教養 10：20 ～
　趣味 13：00 ～
　  　 中公
	●パソコン教室
　（初・中級）
　19：00 ～

文化の日
◦楽しいお菓子
　づくり教室
　 9：00 ～

◦献血
　10：00 ～ K-net
    13：30 ～

◦ロープジャン
　プX	9：00 ～

◦すくすく相談
　 13：30 ～

◦成人ゼミナー
　ル
　13：30 ～

中公

中公

保セ

◦婦人セット	　		
　健診
　13：00 ～ 総病

グ

神支

◦パソコン教室
　（入門編）
　10：00 ～

神公

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

◦英会話教室
　（初級）
　 19：30～グ

神支

◦秋季火災予防
　防災パレード

◦人権をたしか	
　める日

◦地域公開講座
　 14：00 ～
　ケアステーション
　か んざき

◦あじさい学級
		教養 10：00 ～
   趣味 13：  00 ～

◦カーミンの収
　穫祭　

◦人権青少年健　
　	全育成合同大会
     9：00 ～

◦食育の日

29

3

勤労感謝の日

30

◦ふるさと文化祭
　	作品展③
　9：00 ～ 神公
◦かみかわ商工
　祭

◦ふるさと文化祭
					芸能発表会
　10：00 ～

◦古文書教室
　（初級）
　9：30～ 神公

神支
◦越知川名水街道
　”秋物語”
◦名水マラニック

中公

神公

本

◦英会話教室
　（初級）
　19：30～ 中公

◦古文書教室
　（初級）
　 9：30～ 神公

神公
中公

◦子ども茶道教室
　9：30 ～ グ

◦空き家再生
　講習会
　（２日目）

振替休日

◦農業祭
　

◦新野・長谷
　秋の収穫祭

◦根宇野ゆず祭
　

◦人権教室
　13：00 ～ 鍛治
    19：30 ～吉冨

◦人権教室
　10：00 ～ 川上
    19：00 ～
　しんこうタウン ◦人権教室

　10：00 ～ 上小田

	●おおかわち
　	高原ハイキング
	●町民ソフトボール大会

◦パソコン教室
　（入門編）
　10：00～

◦人権教室
　10：00 ～ 本村
    13：30 ～大山

◦栄養相談
　 9：00 ～

◦健康福祉
　なんでも相談
　 9：00 ～ 神支

●中学校合唱
			コンクール

◦人権教室
　 13：30 ～越知

◦人権教室
　 10：00 ～山田

◦人権教室
　 14：00 ～大河

◦人権教室
　 13：00 ～加納

9：00 ～
◦もぐもぐ教室
　13：30 ～ 神支

◦１歳６か月児
　健診
　13：00 ～ 神支


